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一

‘

、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

。
四
国
の
電
話
創
業
百
年

お
知
ら
せ

。
電
友
会
第
３７
回
理
事
会

。
第
１８
回
評
議
員
会
模
様

―

支
部
だ
よ
り

。
愛
媛
電
友
会
第
二
回

「趣
味
の
作
品
展
」
開
催

‐―
‐

サ
ー
ク
ル
紹
介

Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ

「日
尾
ク
ラ
ブ
」
（愛
媛
）

‐
―
―
―
‐

。
高
知
電
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

Ｍ

・
Ｍ

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）
コ
ー
ナ
ー

・
パ
ソ
コ
ン
と
の
出
会
い

ド
キ

ュ
メ
ン
ト

。
「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
に
誇
り
を
も

つ
て

‐１
１
‐
―

健
康
の
ベ
ー
ジ

。
新
し
い
健
診
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

‐
―
―
‐―
‐―
―

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
紹
介

・
私
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動

‐―
―
‐―
‐―
‐
―
‐
―
‐―
―
―
―

私

は

今

・
会
員
の
み
な
さ
ん
の
近
況

‐―
―
‐―
‐―
‐
―
‐―
‐―
―

年
金
情
報

。
年
金
記
録
の
確
認
に
つ
い
て

‐―
―
―
―
‐
―
‐―
‐
―
―

テ
ル
ウ

エ
ル
だ
よ
り

。
平
成
１９
年
度

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
‐
Ｏ
Ｂ
香
川
介
護
セ
ン
タ
ー
」

総
会
及
び
研
修
会
開
催

。
平
成
１９
年
度

「家
庭
介
護
教
室
（愛
媛
と
開
催

‐―
―
‐

俳

句
・
友
佳
里
句
会

（愛
媛
）

物
故
者
叙
勲
／
敬
弔

表
紙
の
言
葉
／
編
集
後
記
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明
治
二
年

（
一
人
六

九
年
）
東
京
～
横
浜
間

に
電
信
線
が
開
通
し
、

官
用
通
信
で
産
声
を
あ

げ
た

「電
信
」
が
四
国

で
取
扱
い
を
開
始
し
た

の
は
明
治
十
年

（
一
人

七
七
年
）
。

当
時
は
、
西
南
事
変

の
影
響
で
私
報
の
取
扱

い
は
停
止
さ
れ
、
最
初

は
軍
用
と
官
用
通
信
に

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「電
信
」
の
持

つ
す

ぐ
れ
た
機
動
性
が
西
南

事
変
に
果
た
し
た
役
割

は
き
わ
め
て
大
き
く
、

戦
後
の
経
済
活
動
に
も

盛
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
明
治
九
年
２

人
七
六
年
）
に
は
グ
ラ

ハ
ム

・
ベ
ル
が
電
話
機
を
発
明
し
、
日
本
に
輸
入
さ

れ
た
の
は
世
界
で

一
番
早
く
、
発
明
か
ら

一
年
後
の

明
治
十
年

（
一
人
七
七
年
）
の
こ
と
で
し
た
。

実
は
こ
の
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
で
世
界
で
始
め
て
電

話
交
換
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
明
治
二
十
三
年

（
一
人
九
〇
年
）
の
東

京
～
横
浜
間
の
日
本
初
の
電
話
交
換
ま
で
十
二
年
も

か
か

っ
た
原
因
の

一
つ
は
、
民
営
か
官
営
か
で
、

も
め
続
け
た
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
こ
四
国
に
お
い
て
電
話
交
換
が
開
始
さ

れ
た
の
は
更
に
遅
れ
る
こ
と
十
七
年
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
年
）
か
ら
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
人

年
）
の
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て

「四
国
の
電
話

創
業
百
年
」
と
い
う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
百
人
余
り
の
ご
利
用
か
ら
始
ま

っ
た
電
話

事
業
は
ピ
ー
ク
時
に
は
三
百
万
を
超
え
、
時
代
が
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

ヘ
と
進
化
し
て
い
く
中
で
、
か
つ
て

は

「声
」
だ
け
を
お
伝
え
し
て
い
た
も
の
が
、
今
は

イ
ン
タ
ト
ネ

ッ
ト
を
は
じ
め
、
映
像
や
音
楽
な
ど
幅

広
い
情
報
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
り

ま
し
た
。

近
い
将
来
、
固
定
系
と
移
動
系
や
、
通
信
と
放
送

の
融
合
が
進
み
、
世
界
で
は
既
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、

電
話
、
放
送
サ
ー
ビ
ス
に
携
帯
電
話
を
加
え
る

「ク

ア
ド
ル
プ
レ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
も
始
ま

っ
て

い
ま
す
。

輝
か
し
い
未
来
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
更
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
四
国
各
県
の
電
話
交
換
開
始
】

□
　
一邑
松
市

明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
年
）
二
月
二
十

一
日

交
換
業
務
開
始
前
年
の
人
月

「加
入
申
込
受
理
」

が
始
ま

っ
た
が
、
混
乱
を
予
測
し
て
、
開
始
当
日
は

二
人
の
警
官
が
窓
口
で
警
戒
に
あ
た

つ
た
。

「申
込
受
理
」
と
併
行
し
て
、
電
話
用
資
材

（電

柱
九
百
本
、
す
ぎ
丸
太
若
千
）
も
入
札
に
付
し
、

建
設
工
事
用
物
品
の
準
備
も
進
ん
で
い
つ
た
。

十

一
月
に
は
い
り
、
電
話
交
換
室
建
物
新
築
工
事

に
と
り
か
か
り
、
そ
の

「
つ
ち
音
」
は
市
内
に
こ
だ

ま
し
て
活
況
を
呈
し
た
。

□
　
徳
島
市

明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
年
）
二
月
二
十
六
日

徳
島
は
大
阪
経
済
圏
に
属
し
て
、
同
地
と
の
交
流

が
激
し
く
、
取
引
相
場
の
連
絡
な
ど
は
電
報
に
よ

つ

て
い
た
が
、
市
内
電
話
の
架
設
と
併
行
し
て
大
阪
と

の
間
の
長
距
離
電
話
も
出
来
る
こ
と
を
聞
き
、
申
込

が
殺
到
し
、
数
日
で
早
く
も
開
通
予
定
数
を
上
回

っ

て
し
ま

っ
た
。

ま
た
、
徳
島
は
市
内
に
河
川
が
多
く
、
川
越
え
工

事
は
困
難
を
極
め
、
橋
に
添
架
す
る
際
は
非
常
な
苦

心
を
払

っ
た
。

□
　
高
知
市

明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
年
）
十

一
月

一
日

市
民
の
盛
り
上
が
り
を
受
け
、
交
換
開
始
の
十

一

月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
局
内
施
設
の
公
開
を
行

っ

た
。混

雑
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
整
理
の
た
め

一

日
千
人
ず

つ
の
縦
覧
券

（整
理
券
）
を
発
行
し
た
。

開
始
当
日
、
威
儀
を
正
し
た
市
民
は
、
電
話
施
設

尾
国詢播
Ъ

西
日
本
電
信
電
話
（株
）

愛
媛
支
店

1 1‐ t ・ 1 ‐    ||| ‐ |:|1111111‐ ‐
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を

一
日
見
よ
う
と

つ
め
か
滓

露
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

□
　
松
山
市

明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
年
）
二
月
二
十
六
日

市
内
各
戸
と
も
祝
意
を
表
す
た
め
国
旗
を
掲
げ
、

松
山
郵
便
局
正
面
に
は
大
ア
ー
チ
を
建
て
、
古
町
大

通
り
は
町
中
飾
り
を
施
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
松
山
市
公
会
堂
で
盛
大
な
祝
賀

会
が
挙
行
さ
れ
、
開
通
記
念
の
絵
は
が
き
な
ど
も
発

行
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
支
店
で
は
、
電
話
百
年
を
退
職
者
の

皆
さ
ん
と
共
に
お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ち

よ
う
ど
百
年
目
に
あ
た
る
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六

日
に
記
念
の
式
典
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

正
式
な
ご
案
内
は
年
明
け
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
是
非
、
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

）

死
一”
卜
瓢
期
日
り
劇
引
劇
出

☆
　
電
友
会
本
部

第
３７
回
理
事
会

・
第
１８
回
評
議
員
会
開
催

七
月
五
日
、
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
で
第

３７
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
栗
田
本
部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は

①
　
第
１８
回
評
議
員
会
議
案
の
審
議

（平
成
１８
年
度

事
業
報
告

・
収
支
計
算
書
、
平
成
１９
年
度
事
業
計

画

。
収
支
予
算
書
案
、
役
員
の
選
任
）

②
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
呼
応
し
た

「平
成
１９
年
度
電
友
会
の
地
域
社
会
貢
献
活
動
」

の
取
り
組
み

③
　
電
友
会
本
部
発
足
２０
周
年
記
念
行
事
検
討
プ

ロ

ジ

エ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

④
　
第
１７
回
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
賞
表
彰
、
第
８
回

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
長
期
継
続
団
体
賞
表
彰
、
平

成

１９
年
度
新
規
施
策
実
施
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

⑤
　
電
友
会
平
成
１９
年
７
月
以
降
の

「行
事

。
活
動

等
」
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

等
で
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
第
１８
回
評
議
委
員

会
に
は
栗
田
本
部
長
の
ほ
か
、
四
国
か
ら
の
評
議
員

二
名

（首
藤
　
隆
さ
ん
、
山
川
和
男
さ
ん
）
が
出
席

し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は

①
　
平
成

１８
年
度
事
業
報
告

。
収
支
計
算
書

②
　
平
成

１９
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算
書

③
　
役
員
の
選
任
等

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認

。
決
定
さ
れ
ま
し
た
ｃ

更
部
魁
闘
□

☆
　
愛
媛
電
友
会

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

第
二
回

「趣
味
の
作
品
展
」
を
開
催

（愛
媛
）

愛
媛
電
友
会
で
は
、
九
月
十
九
日
か
ら
九
月
二
十

四
日
ま
で
の
六
日
間
、
愛
媛
県
美
術
館
、
南
館
３
Ｆ

「県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
お
い
て
第
二
回

「趣
味
の

作
品
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

作
品
展
は
、
洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
写
真
、
絵

手
紙
、
工
芸
、
手
芸
、
水
石
、
デ
ザ
イ
ン
の
九
部
門

に
わ
た
り
、
出
展
者
百
七
十
二
名
、
出
展
作
品
二
百

四
点
の
そ
れ
ぞ
れ
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

作
品
展
の
開
催
期
間
中
に
は
延
べ
千
百
名
余
り
の

来
場
者
が
あ
り
、
盛
況
裏
に
同
作
品
展
を
終
了
し
ま

し
た
．

明治40年、四国の電話交換開始。

100年のご愛顧ありがとうございます。

≪「趣味の作品展」オープニングセレモニーの模様≫
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☆
　
Ｎ
Ｔ
丁
１
０
Ｂ

「
日
尾
ク
ラ
ブ
」

青
野
　
政
世
司
（松
山
市
）

の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
史
跡
久
米
官
衛
遺
跡
や
良
質
な

温
泉
が
点
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
）

日
尾
ク
ラ
ブ
は
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
に
誕
生
し

た
歴
史
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

設
立
の
趣
旨
を

「会
員
の
生
涯
学
習
の
助
長
を
目

的
と
し
、
あ
わ
せ
て
相
互
の
親
睦
と
健
康
の
増
進
を

図
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
、
二
十
六
名
の
会
員
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
も
設
立
の
趣
旨
を
モ
ツ
ト
ー
に

「継
続
は
力

な
り
」
を
旨
と
し
て
、
年
間
四

つ
の
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
の
行
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

四
月
に
は
花
見
を
石
手
川
ダ
ム
近
郊
の
風
情
あ
る

山
あ
い
で
行
い
、
一
一十
名
の
方
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

七
月
に
は

「高
齢
者
の
運
動
」
を
テ
ー

マ
に
、
松

山
市
保
健
所
の
医
学
療
法
士
を
お
招
き
し
、
講
演
と

家
庭
で
出
来
る
軽
い
運
動
の
実
技
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
日
頃
か
ら
健
康
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
く
、
三
十
七
名
と
多
く
の
方
の
参
加

を
得
ま
し
た
。

現
在
、
年
間
行
事
で
最
も
盛
り
上
が
る
十

一
月
の

秋
季
行
事
に

つ
い
て
計
画
中
で
す
。
（例
年
文
化
財

め
ぐ
り
を
行

っ
て
い
ま
す
）

ま
た
、
年
間
の
締
め
と
し
て
、　
一
月
に
年
次
総
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
総
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

映
像
編
集
技
術
に
優
れ
た
会
員
の
方
が
、
非
常
に
見

や
す
ぐ
編
集
し
た
年
間
の
活
動
記
録
の
映
像
を
放
映

し
、　
一
年
間
を
振
り
返

っ
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ブ
運

営
の
改
善
意
見
を
も
ら

つ
て
い
ま
す
。

他
に
地
道
な
活
動
と
し
て
、
年
間
二
回
廻

っ
て
く

る
回
覧
ノ
ー
ト
活
動
で
す
。
こ
れ
は
回
覧
順
序
に
沿

っ
て
廻
っ
て
き
た
回
覧
ノ
ー
ト
に
会
員
の
皆
さ
ま
の

近
況
を
綴

つ
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
に
廻
す
と
い
う

仕
組
み
で
す
。
近
く
に
い
て
も
あ
ま
り
お
会
い
で
き

な
い
方
々
の
近
況
が
わ
か
る
な
ど
、
会
員
の
近
況
を

知
る
貴
重
な
情
報
ツ
ー
ル
と
な

つ
て
い
ま
す
。

日
尾
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
悩
み
と
し
て
、
会
員
数
の

減
少
、
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
を
抱
え
て
い

ま
す
。

会
員
の
拡
大
に
向
け
て
は
、
未
加
入
会
員
の
方
々

へ

「日
尾
ク
ラ
ブ
」
の
Ｐ
Ｒ
、　
マ
ン
ネ
リ
化
に
は
、

同
じ
趣
味

（ゴ
ル
フ
等
）
を
持

つ
会
員
同
士
で
親
睦

を
深
め
、
全
体
の
活
性
化
に
繋
げ
る
な
ど
、
小
さ
な

こ
と
か
ら
ア
ク
シ
ヨ
ン
を
起
こ
そ
う
と
思

つ
て
い
ま

す
。最

後
に
、
世
話
役
に
な

っ
て
の
感
想
で
す
が
、
大

先
輩
が
設
立
し
た
歴
史
あ
る

「
日
尾
ク
ラ
ブ
」
を
い

か
に
維
持
運
営
し
て
い
く
か
が
最
も
重
要
な
課
題
と

思

っ
て
い
ま
す
。

世
話
役
四
名
は
微
力
で
す
が
、
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
行
事
の
実
施
に

つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
記
事
を
読
み
、
入
会
し
て
み
よ
う
か

と
思

つ
て
い
る
方
、
入
会
は
何
時
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（年
会
費

‥
一
〇
〇
〇
円
で
す
）

【連
絡
先
】

ａ

（○
人
九
）
九
七
六
―

一
〇

一
四

（世
話
役
）
青
野
政
世
司

☆
　
一品
知
電
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

西
川
　
浩
俊
書
同
知
市
）

会
員
数
三
十
余
名
で
年
に
数
回

コ
ン
ペ
を
行
い
、

健
康
増
進
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

っ
て
い
ま
す
。

八
十
歳
を
筆
頭
に
七
十
歳
以
上
が
十
四
名
と
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
皆
元
気
者
ば
か
り
で
す
。

≪高齢者の運動実技にチャレンジ≫
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・・̈　〓
〓
　　　́
イ
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一楽

キ

一
明

〓
∵

■

■

一
、　

三

■

一　

´
〓

〓
．
‐．
二

、

一
Ｉ

ｔ

∴
１

■

げ
て
ラ
ウ
ン
ド
す
る
者
、
足
の
爪
を
剥
が
し
て
足
を

ひ
き
ず
り
な
が
ら
参
加
し
、
後
半
は
片
足
裸
足
で
最

後
ま
で
ラ
ウ
ン
ド
す
る
等
根
性
も
相
当
の
強
者
揃
い

で
す
¨

ク
ラ
ブ
発
足
以
来
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
二
名
、

エ
イ
ジ
シ

ュ
ー
ト
達
成
二
名
と
実
力
も
中
々
の
も
の

で
す
．

年
寄
り
に
は
負
け
ら
れ
ん
と
六
十
歳
代
も
頑
張

つ

て
い
ま
す
が
、
如
何
せ
ん
飛
距
離
、
体
力
、
酒
も
鍛

え
方
が
違
う
よ
う
で
す
。

さ
す
が
に
遠
征
は
し
ん
ど
い
と
近
頃
は
や
め
て
い

ま
す
が
、
県
内
で
の
挑
戦
は
受
け
ま
す
の
で
高
知
に

お
い
で
下
さ
い
。

お
い
し
い
お
酒
と
共
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

）

一Ｍ
一
Ｍ
一
一■
一ナ
上

＊
　
パ
ソ
コ
ン
と
の
出
会
い
　
＊

廣
瀬
　
艶
子
（徳
島
市
）

私
と
パ
ソ
コ
ン
と
の
出
会
い
は
、
二
十
年
余
り
前

に
な
り
ま
す
。

当
時
新
設
さ
れ
た
通
信
部
の
広
報
課

へ
配
属
さ
れ

た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
方
か
ら
の
引
き
継
ぎ
が

書
面
で
な
く
フ
ロ
ッ
ピ
ー
で
し
た
。

十
分
な
知
識
も
な
か
っ
た
の
で
、
先
輩
の
方
に
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
何
と
か
操
作
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
買

つ
て
、
キ

ー
タ
ッ
チ
の
練
習
に
夢
中
に
な

っ
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

今
で
は
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
文
書
作
成

等
毎
日
何
か
の
形
で
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
い
ま
す
ｃ

メ
ー
ル
は
急
ぎ
の
時
は
携
帯
を
使
い
ま
す
が
、
あ

ま
り
急
が
な
い
時
や
、
写
真
や
貼
付
の
文
章
が
あ
る

時
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
ま
す
．

デ
ジ
カ
メ
の
写
真
の
注
文
も
ネ

ッ
ト
の
方
が
安
い

の
で
、
最
近
は
ネ

ッ
ト
で
注
文
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や

買
い
物
、
旅
行
先
の
地
図
や
天
気
等
余
り
特
別
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
の
中
で
は
便
利

に
使

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
短
歌
に
関
わ
る
こ
と
で
使
う
こ
と
が
多
く
、

歌
会
の
案
内
状
や
、
資
料
作
成
、
会
員
名
簿
の
管
理

等
の
他
、
所
属
誌

へ
の
原
稿
も
、
長
い
文
章
は
特
に

手
書
き
で
は
大
変
な
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
頼

っ
て
い

ま
す
。

選
歌
を
し
た
り
歌
評
を
書
く
と
き
も
難
解
な
言
葉

に
出
合
う
と
、
広
辞
苑
、
百
科
事
典
、
図
鑑
な
ど
で

、
今
は
専
ら
ネ

ッ
ト

セ
ン
ト
調
べ
ら
れ
る

作
歌
を
始
め
て
五
十
年
、
い
ま
ま
で
の
作
品
を
素

材
別
、
年
代
別
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
と
先
輩
の
助

言
を
頂
き
な
が
ら
そ
の
作
業
が
中
断
し
た
ま
ま
に
な

つ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
る
の
が
夢
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
歴
の
長
い
割
に
は
必
要
最
小
限
の
使
い

方
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、
今
で
は
パ
ソ
コ
ン
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な

つ
て
い
ま
す
ｃ

次
々
開
発
さ
れ
る
新
し
い
機
能
の
習
得
は
大
変
で

す
が
、
少
し
で
も
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン

愛
好
会
に
も
出
来
る
限
り
参
加
し
て
、
先
生
方
に
色

々
な
こ
と
を
教
わ
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

の で 苦
で 検 労
大 索 し
変 し て
助 ま 調
か す べ
つ ゛

て
てrほ ぃ
い ヤゴま
ま 百 し
す パ た

1  スミ

≪高知電友会ゴルフクラブ「強者揃い」?のコンペ≫

≪ 日常生活の中でパソコンを愛用する廣瀬さん≫
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ド

キ

ュ
メ

ン
ト

降
陪
ば
い
睦
感

じ

「
川
劉
冽
剰
Ｊ
測

＊
「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
に
誇
り
を
も
っ
て

＊

日
下
　
佳
季

　

（徳
島
市
）

徳
島
市
在
住
の
日
下
佳
季
さ
ん

（
８０
歳
）
は
、
昭

和
五
十
八
年
電
電
公
社
退
職
後
、
徳
島
県
警
察
本
部

の

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
と
し
て
二
十
二
年
間
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
～
十
五
年
は

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員

吟峰蔽行浸」“ｒ蝶噌一獅拠齢後．柵鍵員。吟様

導

・
育
成
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
日
下
さ
ん
を
お
訪
ね
し
、
「嘱
託
警
察

犬
指
導
員
」
と
し
て
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

〓

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
の
役
目

事
件
等
で
の
警
察
の
捜
査
活
動
で

「警
察
犬
」
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の

Ｊ
言
察
大
」
に
は
、
県
警

察
本
部
が
直
接
飼
育
教
育
す
る

「直
轄
警
察
犬
」
と

民
間
人
が
飼
育
教
育
す
る

「嘱
託
警
察
犬
」
が
あ
り

ま
す
。

四
国
で
は
徳
島
県
警
察
本
部
の
み
が

託
警
察
犬
」
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、

「直
轄
警
察
犬
」
で
す
。

「嘱
託
警
察
犬
」
と
し
て
の
資
格
試
験
に
合
格
し

た
犬
の
所
有
者
が

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
す
。

「嘱
託
警
察
犬
」

月
）
で
、
毎
年
十

一

ま
す
。

〓

徳
島
県
内
の
「嘱
託
警
察
犬
」
の
頭
数

平
成
十
九
年
度
の

「嘱
託
警
察
犬
」
は
１３
頭
で
、

捜
査
種
別
に
よ
り
個
々
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①

「足
跡
追
跡
犬
」
と
し
て
８
頭

（指
導
員
７
名
）

②

「臭
気
選
別
犬
」
と
し
て
３
頭

（指
導
員
３
名
）

③

「捜
査
救
助
犬
」
と
し
て
２
頭

（指
導
員
２
名
）

私
は

「足
跡
追
跡
犬
」
２
頭

（シ
ン
シ
ア

・
オ
ブ

。
エ
ン
デ
ブ

ア
ー
、
エ
リ
カ
フ
オ
ン

・
フ
ジ
ク
サ
カ
）

を

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
と
し
て
嘱
託
さ
れ
て
い

ま
す
。
過
去
に
は
８
頭
の
指
導
員
を
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年

一
月
十
九
日
、
百
十
四
回
の
出
動
を

記
念
し
、
永
年
、
警
察
犬
を
飼
育
し
て
犯
罪
捜
査
に

教
輔
れ
競
業
曖
朧
脚
」
ま

し
「測

Ⅷ
管
区
警
察
局
長
表

〓

記
憶
に
残
る
捜
査
活
動

平
成
八
年

一
月
三
十

一
日
、
「阿
南
市
内
の
積
雪

の
あ
る
山
中
に
兎
猟
に
出
た
猟
師
が
、
夜
に
な

つ
て

も
帰
ら
な
い
」
と
警
察
に
家
族
か
ら
捜
査
願
い
が
出

さ
れ
、
そ
の
捜
査
に
出
動
し
た
こ
と
で
す
。

、
こ
の

「嘱

他
の
三
県
は

月 の
に 任
適 期
性 は
審 一
査 年
試 ⌒
験 一
が 月
行 S

わ 十
れ 二

〓

現
在
ま
で
の
捜
査
活
動

現
在
ま
で
の
捜
査
出
動
は

一
二
〇
回
で
す
が
、

託
警
察
犬
指
導
員
と
し
て
は
最
多
の
記
録
で
す
。

嘱

≪四国管区警察局長部外功労者表彰を受賞 イ箭オi革英iどれ
・
S

≪警察犬競技会で優勝 ≫
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県
警
鑑
識
課
か
ら
の

一嘱
託
警
察
大

一
〓
ヨ
要
請

を
受
け
、
当
時
の
嘱
託
警
察
大

一べ
〓
ヽ
キ
号

一
≧

出
動
し
ま
し
た
ｃ

深
夜
の
こ
と
で
出
動
は
翌
朝

（二
月

一
日
六
時
）

か
ら
追
跡
捜
査
に
入
り
ま
し
た
が
、
積
雪
が
多
く
大

変
な
苦
労
で
し
た
。

し
か
し

「ベ
ロ
ー
ナ
号
」
が
臭
気
線
を
確
実
に
つ

か
み
、
足
跡
追
跡
を
始
め
て
数
時
間
後
、
意
識
朦
朧

と
し
た
凍
死
寸
前
の
捜
査
対
象
者
を
発
見
し
、
無
事

救
出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
時
の
感
激
は

終
生
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

そ
の
功
績
に
よ
り

「人
命
救
助
」
の
感
謝
状
を
頂

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

〓

「嘱
託
警
察
犬
」
の
資
質

大
に
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
ま
す
。
長
年
の
経

験
か
ら
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
重
点
を
置
き
、
警
察
犬
と

し
て
の
素
質
を
見

つ
け
て
い
ま
す
。

①
雌
犬
で
あ
る
こ
と
　
②
鼻
が
大
き
い
こ
と
　
③
落

ち
着
き
が
あ
る
こ
と
　
④
主
人
の
言
う
こ
と
を
よ
く

聞
く
こ
と
　
⑤
集
中
す
る
性
格
で
あ
る
こ
と

以
上
に
重
点
を
置
き
、
数
頭
の
子
犬
の
中
か
ら
対

象
犬
を
選
別
し
、
飼
育

・
教
育

・
訓
練
し
て
い
ま
す
。

〓

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
の
日
常
生
活

大
と
私
は

「
一
心
同
体
」
で
す
。
こ
の
た
め
毎
日

数
時
間

一
緒
に
行
動
し
ま
す
。

特
に
重
点
を
置
く
の
が
早
朝
の
訓
練
で
す
。
朝
６

時
か
ら
約
２
時
間
を
と
も
に
し
訓
練
し
ま
す
が
、
訓

練
は
密
度
が
重
要
で
、　
一
回
４５
分
が
限
度
で
す
。
そ

の
後
は
ゆ

っ
く
り
休
ま
せ
ま
す
。

）
「嘱
託
警
察
犬
」
は
何
時
、
捜
査
出
動
要
請
が
あ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
常
に
県
警
と
連
絡

を
密
に
し
、
生
活
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

生
活
に
は

一
定
の
拘
束
が
あ
り
ま
す
が
、
私
と
し

て
は
今
の
生
活
を
十
分

エ
ン
ジ

ヨ
イ
し
て
い
る
つ
も

り
で
す
。

〓

今
後
の
活
動
と
抱
負

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
と
し
て
最
年
長
で
あ
り
、

捜
査
活
動
は
重
労
働
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
ま
で

続
け
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
に
留
意
し

て
、
今
後
と
も
社
会
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

ま
た

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
を
目
指
す
若
い
方

々
の
相
談
相
手
と
し
て
、
指
導
育
成
に
力
を
そ
そ
ぐ

つ
も
り
で
す
。
苦
労
の
多
い
地
味
な
活
動
で
す
が
、

や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
だ
と
思

つ
て
い
ま
す
。

私
は

「嘱
託
警
察
犬
指
導
員
」
は
も
と
よ
り
、
「日

本
警
察
犬
協
会
繁
殖
管
理
員
」
と

「耳
番
号
施
術
員

（嘱
託
警
察
犬

の
耳
に
識
別
番
号
を

つ
け
る
技
術

者
ご

と
し
て
の
委
嘱
も
受
け
て
い
る
の
で
、
こ
の

仕
事
も
や

つ
て
ま
い
り
ま
す
。

【編
集
後
記
】

大
変
重
要
な
役
割
を
に
な

つ
て
お
ら
れ
る
日
下
さ

ん
に
は
忙
し
い
中
、
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

（徳
島
編
集
委
員

‥
日
出
明
利
）

警察犬を最初に使用したのは19世紀末ドイツのヒルデスハイム市警察とされる。
日本では1912年に警視庁がイギリスの警察犬2頭を採用したのが始まりである。

ロ ジヤーマンロシェパード・ドック  1880年頃、ドイツ中部及び南部の山岳地方
に存在した、羊の番犬から高度な能力を有する軍用を目指して開発された犬種。
第一次世界大戦でドイツ軍が軍用大として採用し、優秀さが認められた。
日本でも戦前、軍用犬として採用されている。

ロ ドーベルマン 19世紀末にドイツチューリンゲンのドーベルマンという人物が

開発した犬種で、軍用犬としても用いられた。断尾、断耳されている。
ロ エアデール・テリア 英国のテリア種で猟犬として使われていたが、英国、

カナダなどで警察大としての実績をもつ。
ロ コリー  英国北部スコットランド高地地方の原産で、テレビドラマ『名大ラッシー』

で有名になつた。日本では1958年から警察大に指定されている。

ロ ボクサー  ドイッで闘大として作出された犬種で、断尾、断耳されている。

ロ ラブラドール・レトリ′ヽ一  北欧や英国の原産で、カナダのラプラドール半島
で海に落ちた魚等を回収する仕事に使われていた。盲導犬や麻薬捜査犬として

採用されている。日本では1984年警察大に追加された。
ロ ゴールデン・レトリバー スコットランド原産で警戒能力は弱いが、足跡追跡や

臭気選別能力が高い。日本では1992年に警察犬指定された。

日本の警察大

(ジャーマン・シェパード)

(ドーベルマン)
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『
新
し
い
健
診
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
松
診
療
所
予
防
医
療
セ
ン
タ

所
長
　
福
井
　
敏
樹

こ
の
原
稿
が
皆
様

の
目

に
と
ま
る
の
は
、
も
う
秋

の
風
情
が
漂

っ
て
い
る
頃

な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は

こ
れ
か
ら
も
、
う

だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
き

そ
う
な
今
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

私
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
病
院
長
と
し
て
来
て
か
ら

既
に
七
年
が
経
ち
ま
し
た
。

本
社
方
針
で
二
〇
〇

一
年
か
ら
入
院
業
務
を
廃
止

し
診
療
所
と
な
り
、
そ
の
後
の
経
過
で
廃
院

へ
の
道

を
辿

っ
た
は
ず
と
皆
が
疑
わ
な
か

っ
た
状
況
か
ら
、

予
防
医
療
に
特
化
し
た
明
確
な
運
営
形
態
に
シ
ェ
イ

ブ
ア
ツ
プ
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
最
弱
病
院
か
ら
二
〇
〇
六

年
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
病
院
初
の
黒
字
化
を
達
成
し
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
ベ
ス
ト
ア
ヮ
ー
ド
も
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
度
も
二
年
連
続
収
支
率
ト
ッ
プ
を
維
持
す
る

こ
と
も
で
き
、
当
院
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
も
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
香
川
県

。
徳
島
県

エ
リ
ア
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
社
員
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
は
、
当

院
の
人
間
ド
ッ
ク
を
信
頼
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
高
知

。
愛
媛
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
社
員
の

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
我
々
の
施
設
の
社
内
正
式
名
称
は

「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
高
松
診
療
所
予
防
医
療
セ
ン
タ
」
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

我

々
の
施
設
は
四
国
初
の
機
能
評
価
認
定
の
ド
ッ

ク

・
健
診
施
設
で
も
あ
り
、
お
か
げ
で
全
国
有
数
の

予
防
医
療
施
設
と
評
価
を
頂
く
よ
う
に
な

っ
て
き
て

い
ま
す
。

私
自
身
、
最
近
は
よ
く
東
京
な
ど
で
予
防
医
療
関

係
の
講
演
な
ど
に
呼
ん
で
頂
き
、
厚
生
労
働
省
や
経

済
産
業
省
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
委
員
も
委
嘱

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
地
四
国
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
四
国
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
お
い
て
は
松
山
が
拠

点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
役
社
員
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ま
が
当
院
の
知
名
度
を
上
げ
る
役
割
も
果
た
し
て
頂

か
な
い
と
、
何
の
た
め
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
病
院
で
あ
る
の
か

わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
社
員
の
み
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
存
在
す

る
健
康
管
理
セ
ン
タ
と
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
も
含
め
た

地
域
の
方
々
も
対
象
と
し
て
い
る
予
防
医
療
セ
ン
タ

を
、
な
ぜ
分
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

今
後
、
団
塊
の
世
代
の
社
員
の
方
々
が
ど
ん
ど
ん

Ｏ
Ｂ
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
に
な

っ
た
と
た
ん

今
ま
で
受
け
て
き
た
社
員
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
な

く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

我
々
の
施
設
で
は
、
以
前
か
ら

一
体
的
に
運
営
す

る
こ
と
を
最
大
の
運
営
方
針
に
お
い
て
い
ま
す
が
、

組
織
的
に
も
出
来
る
だ
け
早
く
正
式
に
統
合
し
て
頂

き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
相
互

応
援
に
よ
り
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
健
康
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
）^

香
川

エ
リ
ア
の
電
友
会

の
皆
さ
ま
に
は
資
延
会

長
、
そ
し
て
退
職
者
の
会
は
多
国
会
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
非
常
に
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
が
、
徳
島
や
愛
媛
、
高
知
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に

も
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
年
度
か
ら
法
律
改
正
に
よ
り
健
診
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
の
方

々
の
大
多
数
は
、
現
在
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
ま

で
は
市
町
村
の
自
治
体
が
提
供
す
る
基
本
健
康
診
査

を
希
望
者
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
な

っ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
来
年
度
か
ら
は
七
十
五
歳
未
満
の
全
て

の
方

々
は
、
健
診
と
そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
保
健
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

い
わ
ば
現
役
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
員
が
、
必
ず
事
業
主
の

責
任
で
健
診
や
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
、
全

国
民
レ
ベ
ル
に
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
は
健
診
の
義
務
化
の

枠
に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者

の
医
療
保
険
制
度
も
変
わ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま

す
。社

員
健
康
管
理
セ
ン
タ
と
社
員
の
被
扶
養
者
や
○

Ｂ
の
皆
さ
ま
も
対
象
者
と
し
て
扱
う
予
防
医
療
セ
ン

タ
を
分
け
る
理
由
も
さ
ら
に
な
く
な
る
わ
け
で
、
先

ほ
ど
述
べ
た
理
由
も
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
新
健
診
制
度
で
す
が
、
そ
の
趣
旨
は
増
加

の

一
途
を
辿

っ
て
い
る
医
療
費
に
抑
制
を
か
け
る
た

め
に
生
活
習
慣
病
、
な
か
で
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド

ロ
ー
ム
に
特
化
し
て
そ
の
予
防
を
図
る
と
い
う
も

の
で
す
。

健
康
は

一
人
ひ
と
り
が
そ
の

一
度
き
り
し
か
な
い

人
生
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
頂
く
た
め
に
、
よ
り
よ

-8-
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く
維
持
し
て
い
く
も
の
で
キ
か
ら
、
三
全

な
管
理
て

に
お
か
れ
る
べ
き
も
つ
て
ｔ
■

・
ま
せ
た
■
、
野
■

し
に
し
て
皆
に
迷
惑
を
か
け
て
よ
い
も
の
一
よ
Ｊあ
―

ま
せ
ん
し
、
健
診
義
務
化
の
ベ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
い
ず

れ
地
域
住
民
の
健
康
保
険
料
に
は
ね
か
え

っ
て
き
ま

す
。
　

ま
た
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話

し
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
紙
面
の
都

合
で
ま
た
の
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
き
な
生
活
上
の
制
限
や
医
療
出
費
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
日
々
の
自
分
の
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
あ

る
程
度
投
資
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
が
予

防
医
療
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

皆
さ
ま
に
は
長
期
の
入
院
な
ど
す
る
こ
と
な
く
、

楽
し
く
実
り
あ
る
人
生
を
送

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

物
議
を
か
も
す
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
議
論
の
な
い
と
こ
ろ
に
進
歩
は
な

い
と
思

つ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
と
も
ご
意
見
を
お

願
い
し
ま
す
。

☆
　
私
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動

須
藤
　
宏
三
（丸
亀
市
）

〓

私
と
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
き
っ
か
け

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
足
後
、
丸
亀
局
が
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム
を
開
催

（
一
九
人
六
年
）
し
た
際
、
私
が
担

当
責
任
者
と
し
て
丸
亀

ユ
ネ
ス
コ
協
会
等
か
ら
情
報

提
供
等
の
お
世
話
に
な

っ
た
こ
と
が
縁
で
勧
誘
さ
れ

ユ
ネ

ス
コ
会
員
と
な

っ
て
以
来
、
本
年
で
二
十

一
年

目
に
な
る
ｃ

〓

ユ
ネ
ス
コ
と
は

一
九
四
五
年
国
連
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
専
門
機
関
と

し
て
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

が

一
九
四
六
年
に
発
足
し
た
。

こ
の
ユ
ネ
ス
コ
は
教
育

。
科
学

。
文
化
を
深
め
発

展
さ
せ
る
こ
と
で
、
戦
争
の
な
い
世
界
平
和
の
構
築

を
目
的
と
す
る
機
関
で
あ
り
、
本
部
は
パ
リ
に
あ
る
．

〓

民
間
団
体
「
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
」

真
の
ユ
ネ

ス
コ
精
神
に
賛
同
し
、　
一
九
四
人
年
、

日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。

全
国
の
多
数
の
団
体
、
企
業
、
個
人
が
加
盟
し
、

民
間

ユ
ネ
ス
コ
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
丸
亀

ユ

ネ
ス
コ
協
会
も
そ
の

一
つ
と
し
て
加
盟
し
て
い
る
。

こ
の
日
本

ユ
ネ

ス
コ
協
会
連
盟
の
会
長
と
し
て
全

）ヨ
■
毛
最
団
体
を
二
３
〓
ヽ
年
度
ま
で

，
六
年
‐間
指

導
さ
れ
た

，
■
、
元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
長
ｏ
児
島

仁
氏
で

あ
り
、
ま
た
、
維
持
会
員
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
ブ

六
社
も
加
盟
し
て
い
る
ｃ

こ
の
六
社
か
ら

「地
域
草
の
根
運
動
活
動
資
金
」

と
し
て
毎
年
、
支
援
金
の
提
供
が
あ
り
、
全
国
の
組

織
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
る
が
、
私
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

Ｂ
の

一
人
と
し
て
誇
ら
し
く
思

つ
て
い
る
。

〓

丸
亀
ユ
ネ
ス
コ
協
会

一
九
人
〇
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
、
私
が
四
代

日
会
長
と
し
て
会
員
人
○
名
の
方

々
と
民
主
的
な
協

力
体
制
に
よ
り
、
各
種
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。

会
員
に
は
三
〇
～
四
〇
歳
代
も
い
る
が
、
平
均
年

齢
は
高
く
、
女
性
会
員
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら

女
性
会
員
に
は
頭
が
上
が
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

〓

丸
亀
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
主
な
活
動
行
事
等

①
　
ア
ジ
ア
地
域

へ
の
識
字
活
動
支
援
と

資
金
作
り

「世
界
寺
子
屋
運
動
」
の
名
称
で
ア
ジ
ア
の
国
で

学
校
が
な
い
地
域
に
学
校
建
設
、
教
材
等
の
支
援
の

た
め
の
資
金
作
り
に
努
力
し
て
い
る
。

方
法
と
し
て
、
毎
年
五
月
二
～
四
日
の
丸
亀
お
城

ま

つ
り
に
出
店
し
中
国
風
お
こ
わ
を
販
売
、
十
月
に

チ
ャ
リ
テ
イ
バ
ザ
ー
を
実
施

ｃ

ま
た
、
墾
日
き
損
じ
葉
書
収
集
」
を
会
員
だ
け
で

な
く
、
毎
年
、
市
内
の
小

。
中

。
高
全
校
に
も
収
集

以
来
し
、
全
面
的
支
援
を
受
け
て
い
る
。

収
集
し
た
書
き
損
じ
葉
書
は
郵
便
局
で

一
枚
５
円
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世
界
の
貴
重
な
文
化
や
自
然
の
宝
物
で
あ
る
世
界

遺
産
保
護
の
た
め
の
資
金
援
助
、
国
内
や
外
国
の
現

地
見
学
旅
行
、
危
機
状
態
に
あ
る
世
界
遺
産
の
写
真

パ
ネ
ル
展
示
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
文
化
財
等
の
見
学
な
ど
で
文
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る
。

ｇ

国
‐

□

馴

日

劇

躙

目

鮒

到

県
内
の
高
松
、
詫
間
の
両
高
専
の
留
学
生
、
市
内

在
住
外
国
人
を
対
象
に
交
流
ク
ッ
キ
ン
グ
、
バ
ス
ツ

ア
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
卒
業
生
の
送
別
会
等
々
を

実
施
し
、
国
際
理
解
と
交
流
を
深
め
て
い
る
。

④
　
平
和
運
動

毎
年
人
月
、
広
く
市
民

。
子
供
に
も
呼
び
か
け
「平

和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
」
行
事
を
開
催
し
、
悲
惨
な
戦

争
の
実
態
や
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
後
、
全

員
が
平
和

の
鐘
を
鳴
ら
し
て
平
和
を
祈
念
し
て
い

フ０
。⑤ｌ

翻

困

目

目

刀

利

四

釧

地
域
団
体
と
共
同
で
、
毎
年
十

一
月
に
土
器
川
上

流
の
満
濃
池
近
く
の
山
で
、
植
林
活
動
も
実
施
し
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
毎
年
種

々
の
行
事
を
冥
姜
し
て
い

る
が
、
多
く
の
会
員
と
の
協
力
体
制
で
、
な
た
と
か

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
＾́

今
後
も
気
力

・
体
力
面
で
継
続
で
き
れ
ば
と
願

つ

て
い
る
毎
日
で
あ
る
。

《
体
験
記

》

終
戦
記
念
日
間
近
の
人
月
五
日
、
丸
亀

ユ
ネ
ス
コ

協
会
主
催
の

「平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
」
行
事
に
参

加
し
た
。
須
藤
会
長
は
子
供
達
向
け
に
自
ら
作
成
し

た
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
自
分
の
戦
時
中
の
体
験
や
生

活
の
模
様
を
紹
介
し
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の

尊
さ
を
熱
く
語
り
か
け
て
い
た
。
最
後
に
世
界
の
平

和
を
祈

つ
て
参
加
者
全
員
で
平
和
の
鐘
を
な
ら
し
た

が
、
私
に
と

つ
て
も
貴
重
な
体
験
の

一
日
で
し
た
。

（詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「丸
亀

ユ
ネ

ス
コ
協
会
」

を
ご
覧
下
さ
い
）

香
川
編
集
委
員

‥
池
本
　
由豆

◇
　
石
元
　
克
周
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
ｌＯ
退
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
早
や
十
年
、
ア
ル
バ
イ
ト

・

写
真

・
釣
り
と
家
庭
菜
園

（妻
の
手
伝
い
）
に
明
け

暮
れ
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
近
場

へ
の
旅
行
、
こ
れ

で
も
運
動
不
足
か
肥
満
中
．）

脳
梗
塞
を
患

つ
て
か
ら
五
年
の
歳
月
、
近
代
薬
の

お
か
げ
で
命
拾
い
、
病
院
と
は
縁
が
切
れ
な
い
が
、

医
者
を
頼
り
に
生
き
抜
こ
う
。

現
在
の
医
学
で
は
人
間
に
必
要
な
も
の
は
、
善
玉

。
悪
玉
を
含
め
て
全
て
必
要
で
あ
り
、
要
は
ト
ー
タ

ル
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
が
、
健
康
管
理
は
難
し
い
．

残
り
あ
と
十
数
年
の
人
生
、
趣
味
を
楽
し
み
な
が

ら
海
や
山

へ
、
友
人
に
感
謝
中
。

◇
　
井
上
　
知
子
　
　
（人
幡
浜
市

・
Ｈ
ｌ
退
）

退
職
し
て
十
八
年
余
り
、
時
の
流
れ
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
に

一
緒
に
暮
ら
し
た
母
を
亡
く
し
、
ま
た
、

家
の
立
ち
退
き
で
寂
し
い
思
い
等
、
色

々
あ
り
ま
し

た
。で

も
友
達
と
色

々
な
所

へ
旅
行
し
、
ま
た
退
職
三

年
日
頃
か
ら
詩
吟
を
始
め
、
各
地
の
大
会
や
松
山
市

民
会
館
で
婦
人
部
大
会
に
参
加
し
、
出
番
を
待

つ
緊

張
感
、
今
で
は
良
い
思
い
出
と
な

つ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
春
、
帯
状
疱
疹
に
な
り

一
週
間
の
入
院
、

体
力
の
衰
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
は
毎
日
平
凡
な
日
常
生
活
で
、　
一
日

一
日
を
感

謝
し
な
が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

≪「平和の鐘を鳴らそう」行事と説明中の須藤会長 ≫
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◇
　
井
上
　
春
子
　
　
（香
南
市

。
Ｓ
６３
退
）

電
友
会
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
、

月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
、
退
職
し
て
二
十

年
に
な
り
ま
す
。

趣
味
で
始
め
た
無
農
薬
の
野
菜
栽
培
も
、
今
年
の

天
候
に
は
て
こ
ず

っ
て
い
ま
す
。

昼
間
は
作
業
に
な
ら
ず
、
朝
の
涼
し
い
間
に
三
時

間
程
夏
草
退
治
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
種
蒔
き
の
時
季
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
。

◇
　
井
上
　
　
操
　
　
（徳
島
市

。
Ｓ
６２
退
）

喜
寿

〃
¨
こ
の
言
葉
は
私
に
は
ま
だ
先
の
事
の
様

に
思

つ
て
い
た
の
に
、
孫
達
か
ら

一お
ば
あ
ち
や
ん

お
め
で
と
う
」
と
手
紙
を
も
ら

つ
て
、
あ
あ
私
も
こ

ん
な
年
に
な

っ
た
の
か
と
、
今
更
月
日
の
経

つ
速
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。

昨
年
は
１２
才

（女
）
の
孫
が
中
学
入
試
、
今
年
は

‐５
才

（男
）
の
孫
が
高
校
入
試
な
の
で
、
何
か
と
忙

し
く
し
て
い
ま
す
。
（夜
食
等
を
作
る
）

娘
夫
婦
、
孫
二
人
の
家
族
五
人
の
炊
事
を
担
当
し

て
い
る
の
で
、
年
を
取
る
ひ
ま
も
あ
り
ま
せ
ん
。

孫
達
か
ら

「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ご
飯
が

一
番
お
い

し
い
」
こ
の
言
葉
が
、
今
の
私
の
元
気
の
「み
な
も
と
」

で
す
。

◇
　
上
田
　
　
至

　

松
山
市

・
Ｈ
ｌ
退
）

電
友
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

私
も
仕
事
を
辞
め
て
十
年
、
あ

っ
と
言
う
間
に
過

）
´́
（一ヽ
一一ヽ
ヽ
），一一
一

近
頃
は
徒
然
な
る
が
ま

ゝ
に
旅
を
し
た
り
、
た
ま

に
は
書
画
展
に
行

っ
た
り
、
写
真
を
撮
り
に
行

っ
た

り
気
儘
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
ｃ

お
医
者
と
は
即
か
ず
離
れ
ず
の
付
き
合
い
で
、
何

と
か
命
脈
を
保

っ
て
お
り
ま
す
。

人
並
み
に
老
化
防
止
に
役
立

つ
か
と
毎
朝
少
し
歩

い
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
も
同
じ
敷
地
内
に
思
子

一
家
と
住
ん
で
、

孫
達
と
も
教
え
ら
れ
た
り
教
え
た
り
の
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
　
宇
賀
　
　
久
　
　
（高
知
市

・
Ｈ
８
退
）

今
年
の

一
月
に
事
故
に
遭
い
、
右
手
首
を
骨
折
し

て
ギ
ブ
ス
を
装
着
し
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
、
障
害

に
な

っ
た
場
合
の
疑
似
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
い
ま

は
ゴ
ル
フ
が
出
来
る
ほ
ど
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
す
こ
し
だ
け
公
的
な
こ
と
に
関
わ
り
を

持

っ
て
い
る
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
は
楽
し
み
の
た
め

に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
国
内
外
の
旅
行
や

コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ

ラ
に
は
、
少
な
い
蓄
え
を
惜
し
み
な
く
取
り
崩
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
て
の
交
流
な
ど
に
も

参
加
し
て
、
濡
れ
落
ち
葉
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

◇
　
大
石
　
国
弘
　
　
（南
国
市

。
Ｓ
６０
退
）

年
金
と
農
業
で
の
生
活
も
、
二
十
年
を
過
ぎ
ま
し

ユ
一
一

‐‐、
十
才
か
近
く
な
る
と
足
腰
が
弱
く
な
り
、
百
姓

仕
事
に
も

”
ド

ッ
コ
イ
シ
ョ

“
　
の
掛
け
声
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
バ
チ
ン
コ
に
行
く
金
の

欲
し
さ
に
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
部
落
長
を
務
め
て
い

る
部
落
の
方
々
と
忠
霊
墓
地
の
掃
除
に
行
き
ま
し
た

が
、
そ
の
供
物
台
に
猫
の
死
骸
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
修
身
の
教
科
の
無
い
時
代
な
れ
ば

？

い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
こ
と
の
多

い
時
代
を
　
”
ド

ツ
コ
イ
シ
ョ
　
“
　
の
掛
け
声
と
共
に
生
き
て
行
き

ま
す
。

◇
　
大
西
章
次
郎
　
　
（丸
亀
市

・
Ｈ
ｌ
退
）

子
供
の
家
庭
事
情
に
よ
り
孫
の
面
倒
を
見
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
老
骨
に
鞭
打

つ
て
頑
張

つ
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
七
月
末
、　
一
寸
し
た
不
注
意
か
ら
足
腰

を
痛
め
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
急
に
痛
み

が
激
し
く
な

っ
て
歩
行
困
難
と
な
り
、
医
者
に
行
き

治
療
中
で
す
が
、
ま
だ
痛
み
は
取
れ
ず
困

っ
て
い
ま

す
。年

と
共
に
足
腰
の
老
化
に
は
十
分
注
意
し
て
い
ま

し
た
が
、
改
め
て
足
腰
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。暑

さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
皆
様
も
お
身
体
を

ご
自
愛
下
さ
い
。

◇
　
大
西
代
志
子
　
　
（坂
出
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

「私
は
今
」
書
道
と
珠
算
教
室
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
六
日
間
、　
ハ
ー

ド
で
す
が
、
生
徒
達
と
検
定
試
験
に
合
格
す
る
ま
で
、
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全
力
投
球
で
頑
張

つ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
て
試
験
に
合
格
後
、
賞
状
授
与
時
に
は
両

者
が
ジ
ャ
ン
プ
し
て
感
動
し
ま
す
。
こ
れ
を
何
回
も

味
わ
う
た
め
、
教
室
を
も

つ
て
い
る
こ
と
が
、
と
て

も
よ
い
こ
と
だ
と
思
う

一
時
も
あ
り
ま
す
。

「児
童
の
心
理
」
を
読
破
し
、
私
の
日
々
が
自
身

の
お
勉
強
だ
と
言
い
聞
か
せ
、
無
理
を
せ
ず
、
力
ま

ず
頑
張
り
続
け
る
こ
と
で
、
必
ず
や
ま
た
素
晴
ら
し

い
感
動
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
希
望
を

持

っ
て
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
岡
田
　
康
男
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
ｌ５
退
）

先
日
、
四
十
余
年
前
に
卒
業
し
た
高
校
の
同
期
会

を
岡
山
で
行
う
と
の
事
で
参
加
し
ま
し
た
。

同
期
生
百
二
十
人
の
内
、
中
国

。
四
国
及
び
大
阪

在
住
の
者
が
十
七
名
集
ま
り
ま
し
た
。

何
人
か
は
卒
業
以
来
始
め
て
の
再
会
者
も
い
ま
し

た
が
、
お
互
い
薄
く
な

っ
た
頭
や
白
髪
を
な
ぜ
な
が

ら
十
代
の
青
春
時
代
に
も
ど
り
、
懐
か
し
く
も
あ
る

楽
し
い

一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
　
岡
野
ト
ヨ
子
　
　
（東
か
が
わ
市

。
Ｓ
６０
退
）

皆
様
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
．

退
職
し
て
早
や
二
十
二
年
が
過
ぎ
去
り
ま
ｔ
た
）^

老
後
を
健
康
で
過
ご
せ
た
ら
と
願
い
つ
つ
も
、
五

年
前
に
軽
い
脳
梗
塞
を
病
み
ま
し
た
が
、
お
陰
で
後

遺
症
も
な
く
元
気
で
お
り
ま
し
た
。

今
度
は
主
人
が
二
年
前
に
突
然
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
、

現
在
は
自
宅
で
車
椅
子
生
活
と
な
り
、
介
護
で
毎
日

忙
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
、
残
る
人
生
を
健
康
で
あ
る
こ
と
に

感
謝
し
て
頑
張

つ
て
下
さ
い
。

◇
　
岡
林
　
圭

一
　

（高
知
市

。
ｓ
６２
退
）

も
う
生
命
の
灯
は
残
り
少
な
い
の
に
、
や
り
た
い

こ
と
や
願
い
事
が
山
ほ
ど
あ
る
。

今
、
し
み
じ
み
と
日
暮
れ
て
道
遠
し
の
感
が
し
て

い
る
。

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
ん
な
目

標
が
あ
る
か
ら
こ
そ
明
日
の
生
命
を
信
じ
、
今
日
が

生
き
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

人
生
と
は
夢
を
求
め
続
け
る
旅
、
生
き
が
い
と
は

夢
を
現
実
化
す
る
営
み
そ
の
も
の
。

時
は
否
応
な
し
に
流
れ
、
時
代
は
次
々
と
移
り
変

わ

っ
て
行
く
中
で
、
さ
あ
～
今
日
も
暑
い
が
、
炎
天

下
の
家
庭
園
芸

の
草
む
し
り
に
出
か
け
る
と
す
る

か
。◇

　
岡
山
　
一
〓
月
　

（徳
島
市

。
Ｓ
６‐
退
）

喜
寿
を
迎
え
大
病
も
せ
ず
元
気
で
居
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
妻
が
病
ん
で
い
て
、
家
事
を
や

つ
て

も
ら

つ
て
い
た
今
ま
で
の
有
り
難
さ
が
身
に
染
み
て

い
ま
す
。

現
在
、
週
四
回
の
通
所
介
護
に
通

っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
間
が
私
の
天
国
で
、
自
由
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
〓

子
供
や
孫
達
は
首
都
圏
に
住
ん
で
い
る
た
う
、
電

話
で
話
し
た
り
、
年
に

一
回
位
会
え
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

町
内
の
お
世
話
も
最
低
限
に
さ
せ
て
も
ら

つ
て
い

ま
す
。

◇
　
小
川
　
堂
里

　
　
（高
知
市

・
Ｈ
９
退
）

今
年
二
月
に
パ
ー
ト
の
職
場
を
退
職
、
や

っ
と
自

由
な
生
活
で
す
。

念
願
で
あ

っ
た
故
郷

（土
佐
清
水
市
中
浜
）
に
帰

り
、
凪
の
日
は
船
釣
り
を
し
、
三
十
数
年
ぶ
り
に
イ

セ
ギ
釣
り
の
感
触
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
時
化
の
時
は
畑
で
野
菜
作
り
や
、
果
樹
の

下
草
刈
り
で
す
。
『
晴
漁
雨
耕
の
日
々
で
す
』

孫

盆
品
知
二
人
、
松
山
二
人
）
の
守
や
、
会
議

（後

の
飲
み
会
が
主
）
の
た
め
、
高
知
と
中
浜
を
行
き
来

し
て
い
ま
す
が
、
来
年
は
中
浜

へ
帰
る
予
定
で
す
。

酒
席
も
随
分
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
漁
や
畑
仕

事
の
後
が
楽
し
み
で
、
元
気
に

一
杯
飲
ん
で
い
ま
す
。

◇
　
戒
田
　
　
一
相
　

（松
山
市

。
Ｓ
６３
退
）

じ
い
ち
や
ん
、
ば
あ
ち
や
ん
と
入
り
び
た

つ
て
い

た
近
所
の
孫
達
も
次
第
に
足
が
遠
の
き
、
互
い
の
巣

立
ち
と
老
い
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

家
内
は
腰
痛
、
自
分
は
膝
関
節
痛
の
持
病
を
抱
え
、

す

っ
か
り
出
不
精
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

コ
ラ
ー
ゲ

ン
を
常
飲
し
て
い
ま

す
。最

近
の
楽
し
み
は
、
図
書
館
で
借
り
だ
し
た
歴
史

物
と
推
理
サ
ス
ベ
ン
ス
系
の
読
書
と
ア
メ
リ
カ
大
リ

ー
グ
野
球
の
観
戦
で
す
〓

懲
り
も
せ
ず
、
通
販
で
求
め
た
各
種
の
健
康
補
助

器
具
が
、
狭
い
家
の
あ
ち
こ
ち
に
同
居
し
て
い
ま
す
。

◇
　
各
務
　
明
久
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
ｌＯ
退
）

第
二
の
職
場
を
中
途
退
職
し
て
「日
々
是
休
日
」
の

V
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生
活
が
六
年
過
ぎ
ま
し
た
。

毎
日
、
老
犬
二
匹
と
散
歩
し
、
体
調
維
持
を
心
掛

け

「無
病
息
災
」
で
妻
と
二
人
で
元
気
に
暮
ら
し
て

て
い
ま
す
．

今
年
二
月
に
義
姉
、
五
月
に
母
を
送
り
、
か
つ
父

が
入
院
中
と
あ

つ
て
、
好
き
な
旅
行
も
ま
ま
な
ら
ぬ

と
こ
ろ
で
す
。

時

々
遊
び
に
来
る
孫
達
と
、
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て

く
る
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
孫
か
ら
の
写
真
や
動
画

で
元
気
を
貰

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
香
川
　
　
一予

　

（丸
亀
市

。
Ｈ
２
退
）

私
は
今
、
喜
寿
を
迎
え
て
先
日
は
香
川
電
友
会
に

て
お
祝
い
を
戴
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

毎
日
、
妻
と

一
緒
に
朝
の
涼
し
い
う
ち
に
約

一
時

間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
右
眼
の
視
力
が
衰
え
、
香
川
医
大
に
行
き

検
査
し
た
と
こ
ろ
加
齢
黄
斑
変
性
症
と
診
断
さ
れ
、

人
月
十
日
か
ら
三
泊
四
日
入
院
し
、
光
線
力
学
療
法

（
レ
ー
ザ
ー
）
を
し
ま
し
た
。
結
果
は

一
ヶ
月
後
の

診
断
で
わ
か
り
ま
す
。

連
日
の
猛
暑
で
、
丹
精
込
め
た
家
庭
菜
園
は
悲
鳴

を
上
げ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん

が
、
で
も
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
蔭
山
　
幹
造
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

毎
年
少
し
ず

つ
老
化
の
進
み
を
感
じ
る
こ
の
頃
で

す
。現

在
の
と
こ
ろ
、
健
康
に
は
大
き
な
問
題
も
な
く

元
気
で
釣
リ
バ
カ
仲
間
と
宇
和
海

（三
浦

・
由
良
半

島
等
）
に
鯛
を
中
心
に
船
釣
リ
バ
カ

一
代
記

一
本
で
、

）
我
が
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

電
友
会
の
皆
様
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
我
が
人
生
を
歩

ま
，れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
）

い
か
な
る
時
も
前
向
き
に
考
え
ら
れ
て
、　
一
度
し

か
な
い
自
分
の
人
生
を
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
鹿
庭
　
英
世
　
　
（高
松
市

。
Ｓ
６２
退
）

昭
和
二
十
四
年
、
電
気
通
信
省
に
採
用
さ
れ
六
十

二
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
、
そ
の
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
及
び
ド

コ

モ
の
特
約
店
と
し
て
各
種
商
品
の
販
売
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
香
川
電
友
会
の
事
務
局
等
Ｎ
Ｔ
Ｔ

一
筋
に

通
算
五
十
三
年
間
頑
張

つ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
、
四
十
五
年
間
連
れ
添

つ
た
妻
が
他

界
し
、
同
居
の
二
女
が
生
後

一
ヶ
月
半
の
子
犬

（ミ

ニ
チ

ュ
ア
ダ

ッ
ク
ス
フ
ン
ド

・
牡
）
を
連
れ
帰
り
、

今
は
四
才
半
と
な
り
、
家
族
の

一
員
と
し
て

一
緒
に

生
活
を
し
て
お
り
、
小
生
が
癒
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
兼
松
　
治
夫
　
　
（阿
波
市

。
Ｓ
６‐
退
）

つ
い
先
頃
、
阿
波
市
よ
り

「敬
老
の
日
に
喜
寿
祝

い
金
を
支
給
す
る
」
と
の
通
知
を
受
け
た
。
ま
た
、

昨
年
は
電
友
会
よ
り
喜
寿
祝
い
を
頂
き
感
謝
し
て
い

ｚＯ
。数

え
か
満
年
齢
の
是
非
は
別
に
し
て
、
我
々
の
年

代
は
数
え
年
が
ピ
ン
と
来
る
。

退
職
後
、
町
内
会
長
、
農
業
共
済
組
合
の
役
員
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
嘱
託
と
や

っ
て
い
る
間
に
い
つ
し
か
二
十

一

年
が
経
過
し
た
。

現
在
は
阿
波
町
農
協
の
代
表
監
事
と
し
て
コ
ン
プ

ラ
ン
ア
ン
ス
を
基
本
に
監
査
し
、
組
合
員
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
．

来
年
は
金
婚
年
に
当
た
る
こ
任
期
終
了
後
は
気
儘

な
人
生
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
る
ｃ

◇
　
川
田
　
邦
彦
　
　
（高
松
市

。
Ｈ
ｌ
退
）

先
日
、
電
友
会
総
会
で
喜
寿
の
お
祝
い
を
戴
き
ま

し
た
。

仕
事
を
離
れ
た
六
十
五
才
の
時
、
長
年
の
持
病
が

悪
化
し
て
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
、
幸
い
術

後
の
経
過
も
良
く
、
現
在
、
健
康
維
持
の
た
め
夕
方

妻
と
二
人
で
毎
日
散
歩
し
て
い
ま
す
。

六
月
に
念
願
で
あ

っ
た
、
東
北
秘
境
周
遊

（男
鹿

半
島
、
十
二
湖
、
十
三
湖
、
竜
飛
崎
、
仏
ヶ
浦
、
大

間
崎
、
恐
山
、
浄
土
ケ
浜
等
）
旅
行
を
楽
し
み
、
見

間
を
広
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
体
力
の
保
持
に
努
め
、
二
人
揃

っ
て
色

々

な
地
方

へ
旅
を
続
け
て
行
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま

す
。◇

　
菊
川
千
代
子
　
　
（国
分
寺
町

。
Ｓ
６。
退
）

猛
暑
の
夏
も
終
わ
り
、
秋
風
が
心
地
よ
く
感
じ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
お
元
気
で
す
か

？

私
は
半
日
は
主
人
と
毎
日
デ
ー
ト

（病
院
）
で
す
。

残
り
は
自
分
の
趣
味
と
草
抜
き
で
ス
ト
レ
ス
を
解

消
し
て
い
ま
す
。

主
人
も
初
め
て
の
入
院
で
大
変
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
ズ
「
日
は
ひ
と
の
身
、
明
日
は
我
が
身
」
と
思

い
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
と
思

つ
て
い
ま

す
。そ

れ
に
は
健
康
が

一
番
大
切
で
な
け
れ
ば
と
、
無
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理
を
し
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
菊
池
佳
喜
美
　
　
（宇
和
島
市

。
Ｓ
６‐
退
）

退
職
し
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

主
人
は
鬼
籍
に
入
り
、
子
供
は
他
県
で
家
庭
を
持

ち
、
私
は
独
り
で
す
が
、
お
陰
様
で
健
康
で
ご
近
所

と
友
に
恵
ま
れ
生
活
し
て
い
ま
す
。

趣
味
と
し
て
俳
句
と
大
正
琴
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
俳
句
は
テ
レ
ビ
の
日
本
列
島
縦
断
の
折
、
私
の

俳
句
が
入
選
の
画
面
に
出
た
時
の
喜
び
は
今
で
も
日

２
果
に
残

っ
て
お
り
ま
す
。

大
正
琴
は
今
年
、
指
導
師
範
の
受
験
に
チ
ヤ
レ
ン

ジ
す
る
七
十
四
才
で
す
。

ま
た
、
健
康
維
持
と
体
重
減
の
た
め
、
週
三
回
ブ

ー
ル
に
通

っ
て
い
ま
す
が
、
体
重
減
に
は
至

っ
て
い

ま
せ
ん
。

〃

水
着
着
て
友
と
肥
満
度
眺
め
あ
ふ

〃

皆
様
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

◇
　
北
岡
　
繁
市
　
　
（多
度
津
町

。
Ｓ
６３
退
）

仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で

「
一
病
息

災
」
あ

っ
と
い
う
間
に
二
十
年
近
く
が
過
ぎ
ま
し
た
。

第
二
の
職
場
に
暇
を
も
ら
つ
て
平
成
九
年
、
後
継

者
の
い
な
い
農
家
の
要
望
で
有
志
と

一特
定
農
業
生

産
団
体
」
を
設
立
。

大
型
農
機
を
導
入
し
て
約
七

ヘ
ク
タ
ー
ル

（二
万

坪
）
の
農
地
を
維
持
管
理
し
、
主
と
し
て
米

・
麦
を

耕
し
て
い
ま
す
。
酷
暑
厳
寒
で
の
農
作
業
は
大
変
で

す
が
、
昭
和

一
桁
の
意
地
で
す
。

ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
は
も

っ
ば
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
組

で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
ま
た
‥
、

そ
の
他
、
孫
達
と
年
二
回
の
旅
行
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

皆
様
の
末
永

い
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。◇

　
香
西
　
敏
生
　
　
（高
松
市

。
Ｈ
ｌ
退
）

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
六
年
当
時
の
電
気
通
信

省
に
入
社
、
退
職
ま
で
の
二
十
五
年
あ

っ
と
言
う
間

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
人
生
で
し
た
。

二
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
、

現
在
、
神
奈
川
と
大
阪
に
い
ま
す
。

夫
婦
二
人
の
生
活
で
す
が
、
一
年
近
く
入
退
院
（糖

尿
病
）
を
繰
り
返
し
、
改
め
て
健
康
の
大
切
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
や
防
災
会
長
を
十

一
年
、
も
う
次
の
方

に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

印
象
に
残

っ
た
の
は

一
枚
の
高
校
時
代
の
写
真
が

三
十
年
近
く
た

っ
て
恩
師
か
ら
帰

っ
て
き
た
こ
と
で

す
。当

時
、
就
職
が
難
し
く
、
恩
師
の
有
り
難
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

◇
　
児
島
　
貞
雄
　
　
（徳
島
市

。
Ｓ
ａ
退
）

退
職
後
二
十
年
も
経

つ
と
体
の
あ
ち
こ
ち
が
お
か

し
く
な

っ
て
き
て
、
医
者
通
い
は
手
放
せ
ま
せ
ん
．

最
も
危
険
で
あ

っ
た
心
筋
梗
塞
と
脳
血
管
狭
窄
症

状
は
幸
い
克
張
で
き
、
今
は
普
通
の
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
す

健
康
維
持
の
た
め
、
腹
人
分
目
を
心
掛
け
週
三
日

の
ウ
オ
ー
ク
、
月

一
回
の
ゴ
ル
フ
と
折
々
に
近
場
の

温
泉
巡
り
等
を
し
て
お
り
ま
す
。

）

今
、
数
讀
に
は
ま

っ
て
い
ま
す
。
他
に
漢
字
検
定

や
写
経
も
脳
ト
レ
の

一
助
に
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
生
き
甲
斐
の
た
め
に
と
、
Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
め

つ
き
り

低
調
な
の
が
気
が
か
り
で
す
。

◇
　
近
藤
　
哲
夫
　
　
（東
温
市

・
Ｓ
６３
退
）

偶
然
、
牌
臓
の
病
を
定
期
検
診
で
発
見
、
二
月
に

一
部
の
手
術
を
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
が
、
医

師
の
話
で
は
、
早
期
発
見
と
良
性
な
の
で
、
事
後
は

定
期
検
診
の
み
で
良
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
は
毎
日
ゲ
ー
ト
の
練
習
と
各
地
で
の
試
合
、
地

元
の
温
泉
通
い
の
毎
日
で
す
。

ゲ
ー
ト
の
試
合
で
は
、
諸
先
輩
の
指
導
も
あ
り
愉

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇
　
佐
々
木
光
重
　
　
（高
松
市

。
Ｓ
６０
退
）

今
春
、
喜
寿
の
お
祝
い
を
戴
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

気
持
は
ま
だ
ま
だ
若
い
と
思

つ
て
い
て
も
、
無
理

の
利
か
な
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

少
し
で
も
足
腰
を
鍛
え
よ
う
と
昨
年
よ
り
週
三
～

四
日
ブ
ー
ル
で
ほ
ど
よ
い
運
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

若
い
方

々
の
パ
ワ
ー
の
お
か
げ
で
、
カ
ナ
ヅ
チ
で

あ

つ
た
私
も
や
っ
と
水
に
浮
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
喜
ん
で
い
ま
す
こ

日
々
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願

つ
て
お
り
ま

す
．

益
々
ご
自
愛
下
さ
い
ｃ
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◇
　
佐
藤
　
修
二
　
　
（東
温
市

。
Ｈ
９
退
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
十
年
、
月
日
の
経

つ
早
さ
に

戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
健
康
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
年
二
月
に
会
社
を

一
応
退
職
し
、
引
き
続
き
週

三
日

（月

。
水

。
金
）
勤
務
し
て
い
ま
す
。

余
暇
は
叔
母
夫
婦

（九
十
才
、
人
十
五
才
）
の
日

常
生
活
の
支
援
と
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
相
方

（妻
）

と

一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
時
間
を
持
て
余
し
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
そ
う
か

と
思
案
に
暮
れ
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
ま
で
あ
と
十
数
年
、
健
康
で
充
実
し
た

人
生
を
送
り
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

◇
　
佐
藤
新
太
郎
　
　
（坂
出
市

。
Ｓ
の
退
）

五
十
五
才
で
退
職
、
二
十
年
余
り
よ
く
生
き
て
き

た
と
思
う
。

六
十
才
台
か
ら
は

「世
の
た
め
、
人
の
た
め
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
を
選
択
、
実
行
中
で
す
。

幸
か
不
幸
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
他
人
か
ら
言
わ

れ
る
よ
う
に

「今
日
は
何
を
し
よ
う
か
」
と
考
え
た

こ
と
は

一
度
も
な
い
。
結
構
忙
し
い
。

一
例
だ
が
十
年
ほ
ど
前
に
提
唱
し
取
り
組
ん
だ

「命
を
守
る
運
動
」
の
内

「学
童
の
通
学
路
の
安
全

確
保
対
策
」
も

一
昨
年
あ
た
り
か
ら
必
要
性
が
高
ま

り
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
全
国
運
動
ま
で
に
発
展

し
て
き
た
。
何
事
に
も
忍
耐
々
々
。

◇
　
佐
原
　
　
日升

　

（さ
ぬ
き
市

。
Ｓ
６‐
退
）

過
日
、
千嘔
友
会
か
ら
喜
寿
の
お
祝
い
を
い
た
だ
き
、

）
も
う
、
そ
ん
な
年
に
な

っ
た
の
だ
な
と
思

っ
た
ｃ

こ
こ
に
く
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
方

々
の
お
か
げ

が
あ

っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
出
し
感
謝
し
て
い
る
（）

離
れ
て
い
る
息
子
達
も
盆

・
正
月
に
は
家
族
揃

っ

て
帰

つ
て
来
て
く
れ
、
孫
の
成
長
を
見
る
の
も
楽
し

み
。
皆
ん
な
揃

っ
て
食
事
が
出
来
る
の
が
よ
い
．

大
好
き
な
碁
は
、
毎
土
曜
日
に
近
く
の
学
習
館
で

同
好
者
が
集
ま
り
、
お
互
い
の
親
睦
を
図

っ
て
い
る
。

勝

つ
て
も
負
け
て
も
そ
れ
な
り
に
楽
し
く
面
白
く

遊
ん
で
い
る
。

◇
　
渋
田
寿
美
子
　
　
（坂
出
市

。
Ｓ
６‐
退
）

局
を
離
れ
て
二
十
二
年
、
振
り
返

つ
て
み
る
と
元

気
で
今
ま
で
よ
く
来
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
〓

子
供
達
も
私
の
退
職
の
時
の
年
令
が
近
づ
き
、
厳

し
い
世
代
を
案
じ
て
お
り
ま
す
こ

自
分
の
た
め
の
人
生
、　
デ
上
フ
ス
、
体
操
教
室
と

自
分
の
出
来
る
こ
と
を
無
理
を
せ
ず
、
日
々
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
命
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

残

っ
た
人
生
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

日
々
自
分
ら
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
う
、
今
日
こ
の

頃
で
す
。

◇
　
渋
谷
　
　
工
　
　
（丸
亀
市

・
Ｈ
ｌ
退
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

光
陰
矢
の
如
し
と
申
し
ま
す
が
、
退
職
し
て
早
や

二
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
私
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
の
人
達
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
と

ハ
イ
キ
ン
グ
を
毎
月
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
健
康
維
持
に
と
友
達
や

）近
隣
の
人
達
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
ｃ

そ
し
て
今
年
二
月
か
ら
三
回
目
の
四
国
人
十
人
ヶ

寺
参
り
を
妻
と

一
緒
に
始
め
ま
し
た
。

来
春
ま
で
に
は
結
願
を
と
念
じ
な
が
ら
お
参
り
し

て
い
ま
す
。

一
病
息
災
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
願

つ

て
お
り
ま
す
。

◇
　
清
水
　
　
正
　
　
（高
松
市

。
Ｓ
６‐
退
）

二
回
目
の
後
縦
靱
帯
骨
化
症
の
手
術
を
し
て
か
ら

六
年
に
な
り
ま
し
た
。

医
学
は
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
難
病
の

た
め
今
日
ま
で
未
だ
有
効
な
治
療
法
が
見

つ
か

つ
て

お
り
ま
せ
ん
。

次
に
内
科
全
般
で
は
最
近
、
お
薬
を

一
種
類
減
ら

す
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
で
も
現
在
十
二
種
類
服
用
し

て
お
り
ま
す
。

出
来
る
こ
と
な
ら
十
種
類
以
下
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思

つ
て
お
り
ま
す
。

運
動
は
週

一
回
杖
を
頼
り
に
二
十
分
ぐ
ら
い
散
歩

し
て
お
り
ま
す
。
体
調
の
良
い
時
に
は
週
二
回
か
三

回
、
時
間
も
少
し
で
も
長
く
頑
張

つ
て
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
杉
山
　

一
雄
　
　
（徳
島
市

。
Ｓ
６‐
退
）

退
職
し
て
二
十
年
、
そ
の
間
、
孫
の
幼
稚
園
の
送

迎
、
近
郊
の
温
泉
巡
り
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

参
加
し
た
り
の
毎
日
が
日
曜
日
の
生
活
。

昨
年
、
電
友
会
よ
り
喜
寿
の
お
祝
い
を
戴
き
、
健

康
で
あ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

高
齢
と
共
に
身
体
ガ
タ
防
止
に
、
脳
ト
レ
に
阿
波
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嘔国第 140号
の
民
話
の
音
読

（声
を
出
し
て
読
む
）
に
挑
戦
し
、

記
憶
力
の
向
上
、
判
断
力
、
応
用
力
の
悩
カ
ア
ッ
プ
？

に
楽
し
く
ガ
ン
バ
ツ
テ
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
一品
木
　
正
紀
　
　
（徳
島
市

。
Ｈ
７
退
）

退
職
し
て
早
や
十
二
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

の
間
、
自
分
は
何
を
し
て
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら

し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
か

？
と
振
り
返

っ
て
み
て
も

何
も
浮
か
ん
で
こ
な
い
の
が
現
実
で
、
あ
え
て
言
う

な
ら
こ
れ
と
い
う
病
気
も
し
な
い
で
元
気
に
過
ご
し

て
き
た
ん
だ
、
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
心
身
共
に
健
康
で
あ
り
た
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

今
年
か
ら
徳
島
電
友
会
役
員
の
仲
間
入
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
会
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

諸
先
輩
方
の
良
き
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
　
一昌
橋
　
郁
夫
　
　
（松
山
市

。
Ｈ
ｌｏ
退
）

一
昨
年
、
町
内
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
と
な
り
、

合
わ
せ
て
町
内
に
あ
る
公
園
の
管
理
責
任
者
と
な
り

ま
し
た
ｃ

私
な
り
に
明
る
い
環
境
作
り
を
目
指
し
て
い
た
ヒ

こ
ろ
、
今
年
五
月
、

一
部
の
町
民
か
ら

一グ
ラ
ン
、

ゴ
ル
フ
を
や
り
た
い
」
と
の
希
望
が
あ
―
、
そ
れ
な

ら
ば
と
、
会
則

（案
）
を
作
り
、
愛
好
者
を
募

っ
た

と
こ
ろ
、
十
四
名
の
入
会
希
望
者
が
あ
り
、
会
の
名

称
も

「す
ず
ら
ん
」
と
決
ま
り
、
五
月
中
旬
の
発
足

と
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
毎
週
火

。
木

。
上
の
練
習
日
は

一
度
も
中

止
す
る
こ
と
な
く
頑
張

つ
て
お
り
ま
す
。

私
も
健
康
が
気
に
な
る
年
で
す
。

◇
　
田
川
　
　
実
　
　
（三
好
市

・
Ｈ
５
退
）

第
二
の
職
場
を
退
職
し
て

一
年
過
ぎ
、
今
は
自
由

奔
放
の
身
で
す
。

ゆ

っ
く
り
旅
行
も
し
た
り
、
興
味
の
あ

っ
た
陶
芸

や
水
彩
画
に
挑
戦
し
て

一
年
経
過
し
た
今
日
、
出
来

上
が

つ
た
作
品
を
眺
め
、
ち
よ
つ
と
女
房
に
自
慢
。

好
き
な
事
を
し
な
が
ら
、
体
と
心
の
健
康
維
持
に

努
め
て
い
る
中
、
最
近
、
特
に
娘
か
ら
孫
の
子
守
り

に
呼
び

つ
け
ら
れ
て
、
月
に
何
度
も
大
阪
通
い
。

そ
ん
な
中
こ
の
七
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
に
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
、
何
か
と
忙
し
い
毎
日

を
送

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
竹
崎
　
咲
江
　
　
（高
知
市

。
Ｓ
６３
退
）

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人
月
二
十
四
日
は
土
佐
神
社

（志
な
ね
様
）
の
名

で
親
し
ま
れ
て
い
る
宵
宮
祭
り
で
大
勢
の
参
拝
者
が

訪
れ
、
ち
な
み
に
息
子
夫
婦
、
孫
達
も
参
拝
し
た
よ

う
で
す
。

今
年
の
暑
さ
は
格
別
の
よ
う
で
、
夏
痩
せ
の
た
め

小
さ
な
身
体
が

一
回
り
小
さ
く
な

っ
て
い
ま
す
。

年
回
り
が
悪
い
の
か
、
呼
吸
が
し
に
く
ゝ
な

つ
た

り
、
虚
血
性
腸
炎
指
の
付
け
根
の
ガ
ン
グ
リ
オ
ン
等

い
ず
れ
も
快
復
、
病
院
通
い
は
ス
ト
ッ
プ
。
加
齢
と

と
も
に
様
々
な
経
験
を
す
る
も
の
で
す
ネ
。

健
康
の
為
に
毎
朝
六
時
半
み
ん
な
の
体
操
、
月
二

回
健
康
体
操
受
講
、
最
近
は
プ
ー
ル
で
歩
い
て
い
ま

）

す
、

庭
で
大
輪
の
紅
喰
器
花
が
太
陽
に
向
か
っ
て
笑

つ
て
い
る
よ
う
で
、
元
気
い
っ
ば
い
を
頂
い
た
気
が

‐
ζ
よ
十
ノ。

◇
　
武
田
　
　
二早

　

（高
知
市

。
Ｈ
６
退
）

私
は
今
も
南
ビ
ル
で
警
備
員
と
し
て
勤
め
て
い
ま

す
。休

日
は
近
く
の
公
園
で
散
歩
、
昨
年
ま
で
は
孫
も

一
緒
に
歩
い
て
い
た
が
、
最
近
は
〃
オ
ジ
イ
チ
ャ
ン

〃
と
歩
い
て
い
た
ら
遅
い
の
で
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
血

圧
が
上
が
る
と
言

っ
て
つ
い
て
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
猫
の
額
ほ
ど
の
畑

へ
行
き
草
刈
り
等
で
体

を
動
か
し
て
い
ま
す
。

三
年
前
心
臓
の
手
術
、
毎
月
病
院
通
い
で
す
。

皆
様
も
健
康
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
　
玉
川
　
頼
男

　

（大
洲
市

・
Ｈ
２
退
）

元
気
で
や

っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
役
も
無
事
終
え
、
今
は
健
康
維
持
の
た

め
小
規
模
な
果
樹
園
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
不
揃

い
の
果
実
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
味
は
好
評
で
す
。

何
分
に
も
高
齢
の
た
め
無
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

有
り
難
い
こ
と
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
助
け

て
い
た
だ
い
て
、
四
季
折

々
の
果
物
を
存
分
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
無
理
を
せ

ず

マ
イ
ベ
ー
ス
で
頑
張
り
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
徳
岡
　
圭
三
　
　
（高
知
市

。
Ｓ
６０
退
）

胃
ガ
ン
を
切
除
し
て
か
ら
十
六
年
、
幸
い
に
転
移

―-16-―
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。
再
発
も
な
く
無
事
に
過
ぎ
て
い
ま
す
．

し
か
し
老
い
の
衰
え
は
確
実
に
や

っ
て
き
て
、
聴

力
は
半
減
、
視
力
は
双
方
と
も
に
自
内
障
、
お
ま
け

に
歯
ぐ
き
の
退
化
が
ひ
ど
く
義
歯
は
ガ
タ
ガ
タ
、
そ

の
う
え
胃
が
無
い
と
栄
養
の
吸
収
が
十
分
で
な
く
、

低
消
費
で
対
処
せ
ざ
る
を
得
な
い
あ
り
さ
ま
で
す
。

そ
れ
で
も
気
力
だ
け
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
細
く
長

く
粘
り
続
け
る
工
夫
を
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
ん
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

◇
　
豊
島
　
愛
子
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
３
退
）

退
職
し
て
十
六
年
に
な
り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
た
め
健
康
に
は
配
慮
し
つ
つ
、

気
の
お
け
な
い
友
達
と
の
楽
し
い
会
話
で
ス
ト
レ
ス

解
消
し
て
い
ま
す
。

よ
く

「老
い
て
は
子
に
従
え
」
と
言
い
ま
す
が
、

私
も
徐
々
に
そ
ん
な
生
活
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。し

か
し
、
全
て
を
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
だ

ま
だ
自
分
ら
し
い
生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
日
々
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

◇
　
長
尾
美
津
子
　
　
（高
松
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

退
職
し
て
ホ
ッ
ト
し
た
時
、
新
間
に

「歩
き
遍
路
」

の
募
集
を
見
つ
け
友
と

一
緒
に
参
加
し
た
。

豊
か
な
自
然
の
中
を
歩
き
四
季
の
花
を
見

つ
け
て

は
喜
び
、
お
寺
に
お
参
り
す
る
と
心
が
和
み
ま
す
。

四
国
人
十
人
ヶ
寺
、
高
野
山
と
歩
き
ま
し
た
。

今
は
二
回
目
を
歩
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
四
国
曼
茶
羅
寺
、
西
国
、
板
東
の
観
音

さ
ま
の
お
参
り
、
そ
の
合
間
に
外
国
旅
行
を
楽
し
み
、

）
ま
た
、
横
浜
に
住
む
思
子
の
所

へ
行
き
ま
す
〓

一ち
Ｄ
頃
は
よ
か
っ
た
∵
三
言
つ
の
で
は
な
く

Д
「

が
よ
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
を
生
き
て
い

ま
す
〓

◇
　
中
川
　
博
善
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

「仕
事
を
辞
め
て
も

一
日
中
家
に
居
ら
な
い
で
」

と
の
妻
の
願
望
も
あ
り
、
暑
い
時
も
寒
い
時
も
今
は

テ

ニ
ス
中
心
の
毎
日
で
す
。

各
会
社
の
Ｏ
Ｂ
、
現
役
サ
ラ
リ
ー

マ
ン

（
Ｏ
Ｌ
）

主
婦
な
ど
の
３
グ
ル
ー
プ
に
籍
を
置
き
、
忙
し
く
も

心
地
よ
い
汗
を
か
き
、
ま
た
、
仲
間
か
ら
活
力
を
も

ら

つ
て
お
り
ま
す
ｃ

当
面
は
こ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
健
康
維
持
と
、
体

重
の
減
少

（あ
と
７
ｋｇ
）
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
永
野
　
尚
司
　
　
（四
万
十
市

。
Ｓ
５９
退
）

退
職
後
は
ゴ
ル
フ
を
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
八
年
前
に
心
臓
の
バ
イ
パ
ス
手
術
を
し
て
治
療

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の

一
年
後
そ
ろ
そ
ろ
ゴ
ル
フ
を
始
め
よ
う
か
と

思

っ
て
い
た
時
、
原
因
不
明
の
熱
が
長
い
間
続
き
入

退
院
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
病
気
の
方
は
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、
ま
す
ま

す
老
化
し
て
い
く
体
に
鞭
打

つ
て
四
万
十
川
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
、
近
く
の
神
社
ま
で
の
散
歩
を
日
課

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇
　
板
東
美
重
子
　
　
（高
松
市

。
Ｈ
７
退
）

退
職
し
て
早
や
十
二
年
、
お
茶
、
お
花
の
教
授
、

一え
、
色

々
セ
ー
ブ
し
て
い
ま
す
。

好
き
な
お
酒
や
ビ
ー
ル
を
止
め
、
嫌
い
だ

っ
た
牛

乳
や
黒
酢
を
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

毎
日
ヨ
ー
ガ
を
行
い
、
健
康
を
心
掛
け
、　
一
日

一

日
を
大
切
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

◇
　
松
本
　
律
子
　

　

（坂
出
市

・
Ｈ
７
退
）

退
職
し
て
今
日
ま
で
山
登
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
高
齢
者
と
言
わ
れ
る
年
に

な

っ
た
と
た
ん
、
体
の
あ
ち
こ
ち
に
故
障
が
お
き
病

院
通
い
の
日
々
と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
分
で
は
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
と
思

っ
て
い
て
も
、

体
の
老
い
は
確
実
に
や

っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

老
化
を
少
し
で
も
先
に
延
ば
す
た
め
に
は
大
変
な

努
力
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
早
く
直
し
て
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
、
ま
た
あ
の
山
の
頂
に
立

つ
こ
と
を
夢

見
て
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
的
場
　
ユ員
子

　

　

（小
松
島
市

・
Ｈ
３
退
）

オ
レ
ン
ジ
色
の
帽
子
と
チ
ョ
ッ
キ
を
着
用
し
て
小

学
校

一
。
二
年
生
の
下
校
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け

て
い
る
。

男
の
子
は
ザ
リ
ガ

ニ
な
ど
を
見

つ
け
る
と

「
ア
ッ

お
る
。
お
る
」
と
歓
声
を
あ
げ
て
足
が
止
ま

っ
て
し

ま
う
が
、
女
の
子
は
そ
れ
よ
り
も
会
話
を
す
る
の
が

楽
し
い
よ
う
で
あ
る
。

コ
」
の
名
札
は
お
母
さ
ん
が

書
い
て
く
れ
た
ん
よ
」
と
か

「お
母
さ
ん
は
離
婚
し
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た
ん
よ
」
と
か
、
内
容
の
重
い
言
葉
を
サ
ラ
リ
Ｌ
言

つ
て
く
れ
る
。

何
気
な
く
語
り
か
け
て
く
れ
る
言
葉
の
端
々
に
そ

の
家
の
内
情
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

子
供
は
家
の
鏡
で
あ
る
。

◇
　
一二
木
　
　
勲

　

　

（砥
部
町

・
Ｈ
ｌＯ
退
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

退
職
し
て
九
年
過
ぎ
、
今
は
地
域
活
動
の
お
世
話

を
し
て
い
ま
す
。

七
月
に
は
地
域
の
方
四
十
四
名
を
引
率
し
、
伊
方

原
子
力
発
電
所
と
宇
和
に
あ
る
県
歴
史
博
物
館

へ
見

学
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
原
子
力
見
学
を
し
て
皆
様
大
変
感
動
し

て
い
ま
し
た
。

私
自
身
健
康
の
た
め
ダ
イ

エ
ツ
ト
教
室
と
男
の
料

理
教
室
ま
た
、
砥
部
楽
学
大
学

へ
参
加
し
、
心
身
共

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
熱
中
症
等
暑

さ
対
策
を
行
い
、
元
気
で
若
々
し
く
い
つ
ま
で
も
頑

張

つ
て
活
動
を
し
ま
し
よ
う
。

◇
　
三
木
田
ア
ヤ
子

　

（吉
野
川
市

。
Ｓ
５６
退
）

十
年
余
り
前
か
ら
始
め
た
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
そ
の
頃

は

一
時
間
は
楽
だ

っ
た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
と
体
力
に

限
界
を
感
じ
、
最
近
で
は
三
十
分
を
目
標
と
し
て
無

理
を
せ
ず
、
自
分
の
ベ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
雨
降
り
以

外
は
ほ
と
ん
ど
休
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
ｃ

猛
暑
の
夏
も
早
朝
は
涼
し
く
、
す
が
す
が
し
い
空

気
を
胸

一
杯
吸

っ
て
と
て
も
気
持
ち
良
く
歩
い
て
い

ま
す
。

田
舎
の
田
ん
ぼ
の
緑
も
日
毎
に
濃
く
な
り
、
四
季

の
移
り
変
わ
り
も
肌
で
感
じ
、
さ
わ
や
か
な
気
分
で

す
。毎

日
の
歩
い
た
時
間
と
あ
わ
せ
て
体
重
も
記
録
に

残
し
、
健
康
管
理
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
山
城
美
三
子
　
　
（藍
住
町

。
Ｓ
５４
退
）

小
学
校
六
年
を
頭
に
五
人
の
孫
が
い
ま
す
。
全
員

男
の
子
と
は
、
私
に
と

つ
て
想
定
外
で
し
た
。

夏
休
み
に
入
っ
て
六
年
の
孫
は
サ

ッ
カ
ー
の
全
国

大
会
で
福
島

へ
行
き
、
帰
る
や
否
や
炎
天
下
徳
島
大

会
が
あ
り
優
勝
し
ま
し
た
。

小
学
校
四
年
の
孫
も
初
め
て
親
か
ら
離
れ
、
神
戸

で
の
サ
ッ
カ
ー
の
遠
征
合
宿
に
参
加
し
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に

選
ば
れ
た
と
の
嬉
し
い
知
ら
せ
。

そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
体
験
を
し
、
真

っ
黒
に
日
焼
け

し
て

一
段
と
大
き
く
な

つ
た
様
で
す
。

「じ
―
じ
と
お
酒
が
飲
み
た
い
」
と
言
う
孫
達
の

期
待
に
添
え
る
様
、
健
康
に
留
意
し
て
成
長
を
見

つ

め
た
い
と
欲
ば

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
み
ん
な
の
夏
休
み
が
今
年
も
終
わ
り
ま
し

た
。◇

　
山
中
　
進

一
　

（高
知
市

・
Ｈ
９
退
）

私
は
平
成
九
年
二
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
後
、
ド

ニ
モ
十

１
ビ
ス
コ
Ｌ
、
ド

〓
モ
ニ
ン
ジ

エ
マ
リ
ン
グ
匹
匡
ｉ■

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
十
匹
三
二
月
二
退
職
し
ま

し
た
こ

そ
の
後
、
電
気
保
安
管
理
の
仕
事
を
今
年
二
月
ま

で
行
い
、
四
月
か
ら
太
陽
光
発
電
や
小
型
風
力
発
電
、

生
ゴ
ミ
処
理
機
の
販
売
等
を
行
う
会
社
を
設
立
し
、

一

現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
保
護
の
問
題
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
今
日
、
残
さ
れ
た
人
生
を
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
　
脇
田
　
一暑
熙
　
　
（松
山
市

。
Ｈ
ｌ
退
）

来
年
は
喜
寿
を
迎
え
る
年
令
と
な
り
ま
し
た
。

内
孫
二
人

（男

。
女
）
外
孫
二
人

（男

・
女
）
。

図
書
館
司
書
の
資
格
を
活
か
し
た
松
山
市
立
中
央

図
書
館
勤
め
も
七
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。私

達
の
仕
事
は
図
書
の
返
架
、
書
架
整
理
で
す
。

手
足
を
使
う
作
業
で
は
、
外
国
人
を
含
め
図
書
館

を
利
用
す
る
方
々
か
ら

ユ
ニ
ー
ク
な
質
問
が
飛
び
交

う
等
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰

っ
て
い
ま
す
。

若
き
日
に
通
い
続
け
た
本
社
図
書
館
や
国
会
図
書

館
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
今
日
も
愛
妻
弁
当
を
手
に

勤
め
ら
れ
る
小
さ
な
幸
せ
‥
。有
り
難
き
か
な
っ

感
謝

〃
”
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年 金‐情

N¬

「

企業年金基金 (l日 N=「厚生年金基金)からのお知らせ

年金記録の確認について

新聞報道等で既にご承知のとおり、社会保険庁が管理している

厚生年金や国民年金の加入記録については、平成20年度に国

から個々人への送付が予定されています。

上記のほか、お急ぎの方は以下の方法により年金の記録が確認

できます。
ツ

(いずれも年金手帳に記載されている

「基礎年金番号」が必要となります)

① 最寄りの社会保険事務所の窓口で確認する方法

□ 窓口での照会には本人確認のため身分証明書 (年金手帳

・免許証等)が必要となります。

日 その場で年金加入記録が受け取れます。

② 社会保険庁の「ねんきんあんしんダイヤル」

(0120-657830)に請求する方法

□ lヶ月程度で年金加入記録が送付されてきます。

※ なお、年金の受給開始前 (60歳到達前)であれば、上記の     v
方法に加え、社会保険庁が提供するインターネットの

「年金個人情報サービス」 (httpノ/www.shgojp)

で年金加入記録を確認することも可能です。

お問い合わせはN‐

「

企業年金基金の下記フリーダイヤルまで

壼菫亜0120-372547
【受付時間】 9100～ 17100(土日祝祭日は除く)
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☆
　
平
成
十
九
年
度
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
‐
Ｏ
Ｂ
香
川
介
護

セ
ン
タ
ー
』
総
会
及
び
研
修
会
開
催

さ
る
、
七
月
十
九
日
、
香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン

タ

に

お

い

て

「
Ｎ

Ｔ

Ｔ

Ｉ
Ｏ

Ｂ

香

川

介

護

セ

ン

タ

ー
」
の
第
六
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
香
川
介
護
セ
ン
タ
ー
松
尾

会
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
対
す

る
お
礼
と
今
後
の
協
力
要
請
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

当
日
は
、　
一
〇
六
名
の
会
員
の
う
ち
四
十
四
名
の

方
が
出
席
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
の
活
動
報
告
及
び

平
成
十
九
年
度
の
活
動
方
針

（案
）
に
つ
い
て
討
議

が
行
わ
れ
た
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
講
演
会
で
は
、
香
川
県
介
護
保
険
担
当
者
に

よ
る

「介
護
保
険
と
介
護
予
防
に
つ
い
て
―
介
護
予

防
の
具
体
的
進
め
方
及
び
県
内
に
お
け
る
具
体
的
実

施
例
―
」
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

昨
年
四
月
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
県

内
で
は
、
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
長
く
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

要
支
援

・
要
介
護
の
皆
様
方
が
そ
れ
以
上
に
悪
化

し
な
い
よ
う
に
と
、
生
活
機
能
回
復
を
目
的
と
し
た

様
々
な
活
動

。
支
援
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
り
大
変
有
意
義
な
研
修
講
演
会
で
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
‐
Ｏ
Ｂ
香
川
介
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年

二
月
か
ら
、
絵
手
紙
を
使

っ
た
お
元
気

コ
ー
ル
を
新

し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
の
方

へ
節
目
の
誕
生
月
に
会
員
手
作
り
の
季

節
感
溢
れ
る
絵
手
紙
を
お
送
り
し
て
、
お
祝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
か
ら

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
お
元
気

コ
ー
ル

。
お
元
気

訪
問
等
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
積
極
的

な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
　
平
成
十
九
年
度
家
庭
介
護
教
室

の
開
催
に
つ
い
て

∬

元
気
で
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す
た
め
に

介
護
予
防
を
学
ぼ
う

∬

テ
ル
ウ

エ
ル
西
日
本

（株
）
四
国
支
店
で
は
、
社

会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
家
庭
介
護
教
室
を
毎

年
各
県
二
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
第

一
回
日
と
し
て
、
さ
る
七
月
二

十
日
、
松
山
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

≪ 香川県社会福祉総合センタで開催された総会の模様 ≫

≪ 松山市で開催された家庭介護教室の一コマ ≫
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今
年
度
の
テ
ー

マ
で
あ
る

『
介
護
予
防
」
に
つ
い

て
家
庭
で
も
手
軽
に
出
来
る
介
護
予
防
効
果
の
高
い

様
々
な
体
操
を
中
心
に
実
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
体
の
仕
組
み
や
老
化
の
サ
イ
ン
な
ど
実
用
的

な
知
識
な
ど
も
習
得
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆

様
か
ら
は
大
変
役
に
立

つ
内
容
で
あ

っ
た
と
、
好
評

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
第
二
回
目
の
家
庭
介
護
教
室

（介
護
予
防

を
学
ぼ
う
）
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

ち
よ
つ
と
し
た

コ
ツ
が

つ
か
め
、
長
生
き
の
秘
訣

を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

①
　
開
催
日
時
　
　
下
表
の
と
お
り

開
催
場
所
　
　
下
表
の
と
お
り

募
集
人
員
　
　
各
教
室
三
〇
名

受
講
料
　
　
　
毎
小　
料

申
込
締
切
日
　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

⑤ ④ ③ ②

家庭介護教室 (第 2回 日)

～元気でいきいきと暮らすために介護予防を学ぼう～

※ 実施内容は教室によって若干異なります。

【お
申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ
】

〇

一
二
〇
―
七
四
四
―
四
〇
〇

（○
人
九
）
九
二
四
―
三
七
二
三
）

◇
　
テ
ル
ウ

エ
ル
西
日
本

（株
）
四
国
支
店

厚
生
福
祉
サ
ー
ビ
ス
営
業
部

福
祉
共
済
担
当

‥
岡
田

。
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

県 別 日  時 会  場 内  容

愛 媛

H19年 11月 28日 (水 )

13:00～ 16:00
ニチイ学館松山教室
松山市二番町4-4-6
松山センタービル2号館4F

【講 義 】
・生活習慣病 (不眠症・高血圧症他 )

【実 技 】

=生活改善をしてみましょう=
コ楽しい食事、いろいろな運動

香

H19年 11月 13日 (火 )

13:00～ 16:00
ニテイ学館丸亀教室
丸亀市大手町3-5-17
ジブラルタル生命丸亀ビル5F

【講 義 】
・高齢者の栄養と食生活
【実 技 】

・椅子に座つて行う体操の紹介

徳 島

H20年 1月 24日 (木 )

13:00～ 16:00
ニチイ学館徳島教室
徳島市八百屋町3-26
大同生命徳島ビル7F

【講 義】
・感染予防対策・介護予防の重要性
【実技】

・椅子に座つて行う体操の紹介

高 知 H19年 12月 11日 (火 )

13:00～ 16:00

ニチイ学館高知教室
高知市本町2-2-34
明治安田生命高知ビル6F

【講 義 】
・介護予防について

【実 技 】
・介護予防体操

-21-
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NTT?-E ?i)D'7Dl- I
働《人を大切にする

N丁丁マーケテイングアクトの人材派遣

NT下マーケティングアクトは広く人材を募集しております。

や蠅鰊聰鯰颯、R≪魏した鮨彬褥ご祠勒≪にさい◎

●

=な
派遣先は、安心1安全・信頼のNTT西 日本グループ企業

NTT西 日本の総合窓 Elとしての役害1を担う「116コールセンター」や「代理店サポートセンター」

といった、NttT西 日本グループ企業における重要セクシヨンでのお仕事を中心に人材を派遣して

います。

●多様なニーズに応える幅広い雇用形態

働く人の環境や能力、やる気に応じて幅広い雇用形態をご用意しています。

キヤリアアツプを望む方には、スキル・経験等を考慮した上で選抜試験などにより、長期雇用、

更には正社員への登用制度を設けているお仕事も用意しています。また、西日本全エリアに広

がる18拠点のネットワークにより転居等があつた場合でも、これまでのキヤリアを活かしたお仕事

ができるようご相談をお受けいたします。

●研修“フォロー体制の充実

派遣前ん初期研修はもとより、就業中においても実務研修を実施するなどあなたのスキルアップ

をきめ細やかにサポートいたします。就労後も、担当コーディネーターが仕事や職場の悩みからパ

ーソナルな相談まで、さまざまな問題解決のお手伝いをいたします。

画壼0120-662685[調現]1面西0120-668612[木 ]

N丁丁マーケテイングアクト四国支店
||ヨ■089-917-6733 u盟壼089-917-6735

〒790-0061松山市南江戸町1283-1

NTT松山研修センタビル2F

NttTマーケティングアクト徳島営業所
■|ヨ■088-611-291l E質■088-611-2913

〒770口0903徳島市西大工町2-5… 1

NTT徳島ビルA棟 lF

NT丁西日本グループの人材派遣総合サイト
タイビングなどのスキルチェックコンテンツや、

お仕事探しに便本」なツールをご用意しております。

配 TO'Sta∬
(unl) http://www.actostaff.jP

NI~rマニケテイングアクトは、N‐

「

西日本100%出資の会社です。

ぱ塾量l趣雅は顆|



雨電
Ｆ
Ｉ

友 会 の 医 療 保 険 は

団体扱いですので、 10
保険料が割安|

基本保障の保険料例
保険期間10年/医療集団月払/1回の入院 124日限度

鱚 貯 嘱 I録
を夕 嘲 i予「蝙 眩

縣 睡
嶋 雪

を鯉
輯

脇
選褥鷲描 ∬紛曇彗驀います。商品の詳細につきまして|ま商品バンフレント「ご契糸

〈取扱者〉募集代理店 ホテルウェル・ライフアシスト (引 受保険会社〉AIGエジソン生命保険株式会社

NTTグループの皆様の
財産形成や福利厚生を強カアシスト

0120‐ 137294

下記のサ〒ビスもご提供いたします ………………………

住宅資金、年金制度、相続 貝曽与など
に関する個別相談の実施

03・5459‐5219 0570‐041874

―ナス!

病気・ケガ
(ガンを含む)

による

醐 5,000円
●入院当日から1日 につき

病気・ケガで2日以上継続入院された場合
[主契約](疾病入院給付金、災害入院給付金)

鰺面飩5e10。 25万円 病気・ケガで所定の手術をされた場合
●手術の種類に応じて1回 につき [手術保障特約02](手術給付金)

ガンによる 塚餃》5,000円
●入院当日から1日 につき

ガンにより2日以上継続入院された場合
[ガン保障特約02](ガン入院給付金)

餞削贔蟷壕0万円
入院給付金のお支払いがなく、

襟炉轟遂璽軍彩睫理量評濫鯰Fい
場合

豊かな人生を送るための
生涯生活設計に関する研修の実施

NTTク
.ル

ープ

繰訣套狂ヨ 認辣 、RlttM、LDEメ L・コイフアンスト

E\E-Z-349 eaOTns\

基
本
保
障

5,335円 75000円趾
出
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